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DTM プ BTCC/NASCAR ノ 豪州 スー パー カー ズ … 

スバ ル STI WRX NBR “2022.5 spec"「 量 産 だ か ら で き る こと | 

GR86 フ ォ ー ミ ュ ラ D 仕 様 の サス ペン ショ ン 技 術 を 考察 


SGT 冨士 5.4 重大 事故 再 検証 「 こ の 恐 人 大 を 教訓 と する た め K」 
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ー パ ーGT 第 2 戦 の 現場 に は 古 貨 
ズ 誌 介さ ん も 高藤 昌 洋 さん も いる し 、 
自分 の 出番 は な し 。 企 画 方 針 だ け 決 め て 
に 撤収 …… な ど と 余計 な こと を 考え 

て いた ら 事 故 が 発生 し た 。 ひ と まず 現場 
に 行っ て みる の が 鉄則 と 向かう 途中 、 レ 
ンタ カー 会 社 に 予約 延長 の 電話 を し て い 
7 ee 。 不 謎 翌 の よう だ が 仕方 の な い 現 
央 。 

現場 が り つく よう な 大 事故 に 久々 に 
遭遇 し た 。 

その 状況 に つい て は 三橋 仁 明 カメ ラマ 
ン の 素晴らし い 連 続 写真 が すべ て を 語っ 
て いろ る 。 

誰 も 悪く な い 。 

で も この よう な こと を 二度と 繰り 返し 
て は な ら な い 。 

再発 を 防止 する た め に 何 が で きる の か 、 
簡単 に 答え は 出 な い の で は な いか と 想像 
ずる の 。 


人 
界 に 探す と すれ ば 世界 耐久 選手 権 (WVEC) 
6 の の 2 

し か し コー ス の 密度 や ほぼ スプ リン ト 
の レー ス フ ォ ー マ ッ ト な ど 考 え 合わ せる 
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と 、 コ ー ス 上 で の 緊張 度合 いで スー パー 
GT は WEC の 上 を いっ て いる 。 そう いう 
意味 で は 世界 に 範 は な く 、 む し ろ ク 世界 に 
範 を 示す 安全 対策 を スー パーGT は 構築 
する こと が 求め られ て いる 


運 だ け に 頼っ て 前 に 進む こと は で き な い 。 


も う ひ と つ 世 界 に 類 を 見 な い の が 富士 
スピ ー ド ウェ イ の コー スレ イア ウト で あ 


る 。 約 1.5Itm の ホー ム ス ト レー ト を 有する 。 


そこ で 繰り 広げ られ る 高速 バト ル に 観客 
は 上 魅了 され る 。F1 グ ラン プリ 開催 コー 
ス の な か で 最も スト レー ト が 長い の は ヤ 
ス ・ マ リー ナ ・ サ ー キ ッ ト で 約 1.2km。 
モン ツァ が 1.1km だ 。 また 高速 サー キッ 

ト の 代名詞 ル ・ マ ン サル ト サ ー キ ッ ト 
の 場合 、 グ ラン ドス タン ド が 面 す る ホー 
ム ス ト レー ト は 最高 速 地 点 で は な い 。 長 
い ス トレ ー ト が 世界 に 類 を 見 な い だ け で 
な く 、 そ こ に グラ ンド スタ ンド が ある 構 
造 自体 も 世界 に 類 を 見 な い 。 

だ か ら 危 な い の で 改修 せよ と 言い た い 
わけ で は 決し て な い 。 む し ろ そ れ を 誇り 
に で きる よう な 安全 対策 を 講じ て 、 世 界 
に 論 れ る 届 下 スピ ー ド ウェ イ 。 そ し て ええ 
ー パ ーGT で あっ て 欲し いと 願っ て いる 。 
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ドラ イ バ ー の 無事 を 確認 、 コ ー ス を 応急 処 
置 し て SC ラン の まま で も レー ス を 再開 させ 
て ゴー ル を 迎え た 。 事態 を 見 守っ た ファ ン 
の た め の 英 断 だ っ た 。 ゴール 後 、 完 走 し た 
全車 が グラ ンド スタ ンド 前 に 整列 。 


イン ディ 500 に し て も 、 モ ナコ GP に 
し て も 、 そ し て ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス 
も 危険 と 隣り 合わ せ で ある 。 悲劇 を 乗り 
ーー) その 危険 を どこ まで 管理 する か 

真剣 に 関係 各 者 が 取り 組む こと で 歴史 
時 

上 記 世 界 3 大 レー ス は 危険 と 隣り 合わ 
せ で ある の と 同時 に 年 に 1 回 限り の イベ 
ント で も ある こと も 無視 で き な い 。 年 に 
一 度 だ け の 特別 な イベ ント 。 

それ を 支え る 側 も 出る 側 も 特別 イベ ン 
ト と し て の 緊張 感 を 持っ て 臨ん で いる 。 
あく まで シリ ー ズ の な か に ある ひと つの 
イベ ント と と ら え れ ば 、 そ れ は 日 常 と な 
っ て いく 。 日 常 化 すれ ば 麻痺 し て し まう 
面 が 出 て くる 。 こ こ に も スー パーGT を 
支え る 難し さ が あ る 。 

解決 策 を 提案 は で き な く て も 、 何 が 重 
要 な 因子 な の か 、 こ こま で の 歩み は どう 
だ っ た の か 、 そ うい っ た こと を 整理 し て 
概観 で きる よう に する の も 我々 の 使命 カ 
も し れ な い 。 
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っ te 舌 お 公 ポン 選 公 敵 民 で っ 6 
ペー ド 色 想 環 も で KG っ JpA で で 所? 
いい ドー ペー に K ふ ユー へ ヘリ ロ で ド 忠 区 學 
般 で で で で 突 縮 @ 選 上 ゼ ペ ー ド 全能 層 Y0 
で や うり 器 馬 ” 悪 緑 公選 に 局 弄 局 7 


NNGSRSGo4H 人 K て ペー ゴゴ 


NE ささ KSUNNKIIGWEYM 

ト JG 狼 宮 6/Q 選 シン GTJ う ) 届 弄 蝶 凡 ゼ 
視 ぐ で 補 NN ロ リロ ーー て 思 殺 本 Ko 志 中 阿 
性 りら ヒト AA 昌和 AA で ペー ド 州 理 
字 ホー ヤキ トー スリ 区 肖 つじ 陣 罰 Ke 
〇 (トト ーKー・ さ KK エロ ー・ 玉 シ 
ペー ハ 本 へ) 届 団 繋 " へ K ヤ ロー 昭 里 
へ いか くむ 桃 模 誰 由 補 し で" 

人 回 @ 貼 料 じ ゼ 咽 中 列 羽 っ 玩 李 公 
QGSIN AA 日 p 下 で や 彼 ” 司 居 届 
筐 尺 能 で he JJ し 稚 計 つ し むく 
人 の き SIKO レン トド トマ そく 一 
町 寺 pS 和 で HHA 人 AA 柚 入 つ 
8NRNLA て や ふ へ 本 へ 公 虹 計り 人 S 
さっ BS 本 胃 つ し っ hG Up で で 生 "7 
ペ ※p 剖 寺 つ で 公 の ひで” 限 に O ヒ 6 の 
ご 界 羽 G 地 っ 扱 H 震 せ 局 苫 YO で で 7 
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15:4 ら 
L43 


も う ひ と つの 
重大 事故 


16:U 1 
L48 


一 度目 の 
赤旗 中 断 


16:42 
L58 
ホー ム 
スト レー ト で 
重大 事故 発生 


1/:19 


ドラ イ バ ー の 
無事 を 
アナ ウン ス 


18: ど U 
FINISH 
SC 先導 、 


最大 延長 時 間 
に より 終了 


GT500 の 43 周 目 、 GT300 で は 38 周 
目 の 100R 立 ち 上 が り で 22 号 車 の 
アー ルキ ュー ズ AMG GT3 が 単独 
クラ ッシュ 。 左側 の 前 後 タ イヤ が 
外れ る な ど 、 大 き な 事 故 だ っ た 。 ド 
ライ バー は ケガ も な く 自 力 で シー 
ト を 降り た が 、 念 の た め ド クタ ー 
ヘリ で 搬送 され て いる 。 


実況 見 分 


22 号 車 の クラ ッシュ か ら 約 20 秒 ほ 
ど で FCY 導 入 。39 号 車 は ピッ ト が 
クロ ー ズ に な る その わずか な 瞬間 
に ピッ ト へ 入り 、 3 番手 で コー ス 
に 戻っ た 。 そ の 後 の 赤 旗 中 断 中 、 ス 
ター ト 直 後 の 1 コー ナー の 接触 で 
右前 の カナ ー ド を 破損 し て いた 39 
号車 は 、 ドラ イ バ ー が その 状況 を 
確認 すべ く 車 両 に 触れ て し まい 、 

の ち に ペ ぺ ペナルティ が 科 さ れ て いる 。 


16 時 25 分 、SC 先 導 で 再開 。53 周 
目 に リス ター ト し た 。 そ の 直後 の 
1 コー ナー で 上 位 2 台 の 36 号 車 と 
37 号 車 が 接触 。 39 号 車 が トッ プ に 
立ち 、 3 号車 、37 号 車 が 続く 。 3 
台 の な か で は 3 号車 の ペー ス が よ 
く 、 何 度 か 39 号 車 に し か ける シー 
ン も 見 られ た 。 そ の 後 、58 周 目 の 
最終 コー ナー を 3 台 が 連なっ て 立 
ち 上 が る と 、39 号 車 は イン 側 の ラ 
イン を 取り 、 ピ ッ ト に 入ろう と し 
て いた 31 号 車 の 背後 に つく 。 31 号 
車 が ビット ロー ド に 入っ た と き 、 

その 対面 の スタ ンド 側 に 位置 する 
17 番 ポス ト で は 、 低 速 走行 を 知ら 
せる 白旗 が 振ら れ て いた 。 実際 に 
は その 前 方 を 走る 50 号 車 を 対象 と 
し た 白旗 だ っ た が 、 ピ ッ ト に 入る 
31 号 車 に 対し て だ と 瞬間 的 に 思っ 
て し まっ た 可能 性 も 拭い きれ な い 。 
そし て 悲劇 は 起き た 。 3 号車 が ガ 
ー ド レー ル に 衝突 。 右 フロ ント タ 
イヤ は サス ペン ショ ン か ら も げ て 
ガー ドレ ー ル に 挟ま り 、 右 リヤ タ 
イヤ が 擦れ た 痕 も 残る 。 ガ ー ド レ 
ー ル を な ぎ 倒 し た 3 号車 は 、 そ の 
反動 で パー ツ を 飛散 させ な が ら お 
よそ 6 回 転 し 、50 号 車 の 眼 の 前 で 
由 東 つた だ 。 


ドラ イ バ ー は 自力 で 脱出 


FRO の ドク ター が すぐ さま 3 号車 
の と ころ に 駆け 付け る 。 ピ ッ ト ビ 
ル B 棟 の 1 コー ナー 寄り に 位置 し 、 
眼前 で 3 号車 の 事故 を 見 て いた ホ 
ッ ピ ー チー ム つ ちや と マッ クス レ 
ーー ジッ ク の メカ ニッ ク も 。 す ぐに 
消火 活動 を サポ ー ト し た こと で 火 
災 を 防い だ 。 そ の 間 に 、 ド ライ バ 
ー は 自力 で 脱出 。 


ドラ イ バ ー が 自力 で 脱出 し た こと 
は 早々 に 伝え られ た が 、 精 密 検査 
の た め ド クタ ー ヘ へ ヘリ で 搬送 。 そ し 
て J SPORTS の 中 継 、 場内 アナ ウン 
ス 、 GTA の 坂東 代表 の 声 に より 、 ド 
ライ バー が 無事 で あり 、 骨 折 な ど 
も な いこ と が 伝え られ た 。 


破損 し た ガー ドレ ー ル の 修復 を 試 
みる が 、 時 間 的 に 難し く タ イヤ バ 
リア の 設置 で 対処 。18 時 10 分 に SC 
先導 で 再開 し 、 そ の まま 18 時 20 分 
の 最大 延長 時 間 を 迎え て レー ス 終 
了 。 100 周 を 予定 し て いた 初 の 
450km レ ー ス は 、62 周 で 幕 を 下ろ 
し た 。 な お 、39 号 車 に は 赤旗 中 の 
作業 、37 号 車 に は 他 車 へ の 接触 行 
為 に より レー ス 後 40 秒 加算 の ペナ 
ル テ ィ が 科 さ れ 、ARTA NSX が 優 
騰 と な っ た 。 
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16 上 上記 で 宙 
ホー キト ー さ に 
ローG 尽 所 ロ で い 
PrIiN で ベー 貴 磐 " 
税 二 せ 思 区 ロ SS 
で し 11SS@ 引 
寺 p 下 で で ” 掲 WW 
如 由 挫 和 や 
りり 家 信 つ し べ 生 届 
Ne 公 日 
SG 心 代 っ し 時 
G 凡 拉 つ ゼ 村 っ 7 
貼 福 G 表 豚 紀 
っ つじ" 遇 四 選べ 
コ 薄 つ で 7 

中 両 1 | 球 民 dd 
は 0 うし し SNe" 

峡 挫 中 寺 的 3JG 
5 心 つ し 大 
RC JSME() 
っ し 人 郁 *WO や で 
選 論 環 せ 個 っ " 閥 
尺 可 や 尽 立 際 吉 玲 避 間 思 つじ し 博 挫 交 
RE っ Q6 し 夫 で 8 沿 王 所 じ 上 央 吉 
所 典 を ” 難 吉 晶 G 中 正 つ は で で ビレ 
壮 元 交 蔽 KG ょ JJ 公 し OK" 

つ 公 つつ” 條 回 @ 幅 拉 ロ 隊 い し "Ne 
つ で 聡志 球 8 組 や 思 つ し うう" 上 淫 
江 つ で 組め や 尽 瑞 胞 視 じ 的 や ” 号 箇 じ 
JpSNe” 過 麹 陽 上 つ し っ ね 叫 冊 jp 守 
応 品 せ 只 才 人 多 ン つ し 呈 叩 司 
Jp の 忠 眉 jp で せ 中 机 じ 夫 Ke" 

<D 回 @ 凡 挫 ) 世 淫 喉 さ ン " の ヒ の の 
ら 公 臣 NINKG く て ミロ っ ろ し の ヒ 
の の の ら 品 っ 舞 公 で KNO 楽 応 更 且 時 KG 
ト J ュ J16:SN0” の ヒ ゥ の のり 珈 全 盤 で し 


K.Masuda 


直 H6 で K せ AynH6 ン 0 ドー く ー 
トマ て ふ ヽ NGG ホ ーK や や” 抽 唱 ヒ 
lo 〇 の 公 の 〇 ヒ の つの の ぬ 記 医 屋 NG よう) の 
SN9” | 朴 騙 国 じ 和 S で SN で せく ー く 
ー の ヒラ リ 補 EtO ト SN 1 へ 7 

<D 回 @G 超 所 唱 家 つ し レポ” の 忠 局 < 
IN マー9 茶 引 も hG 提 p 画 公 で 記 ” 租 
燕 守 上 の 忠 局 G 下 蜂 東 壮 麹 相 に 司 
羽衣 胃 丈 ぞ で させ 志 で し | の 叫 局 G 
求 抽 間 訟 邊 リ つ GS で っ 公 ” 
SSIIEIIYWM 

未 貢 G ペ ー ハ へ ふ K リ ーー 6 相思 
玉 給 ” 出 GK ユ ーー 十 じ の ヒ 
の OO の ら GK つ TINK ベ ホー る つ レ 
3p ウ の ヒ の の の 下記 つつ 心 つじ し っ t 
* 届 避 四 ACNe ホ ー ド KS 妃 拉 妃 H6 
ThN ロ HISRNIN で へ 喘 臣 つ 刀 の 0” 所 
けり の ヒヒ の の の 司 尼 公 っ N0 で SG 拉 因 や 
SCEKANSD 

っ 衝 で GS ホーK 補 で や で” 中 
冊 SZIN で ミー ロジ で 5 嘆 公 で 
ン で っ 党 爾 し 朴 つじ っ rt@G 忌 ” 皿 揚 
け 思 で 公 で お む で 皇 寺 等 WS っ 楽 
い 尽 紐 直 お め 倫 Ne” 款 箇 ぐ で 本 S で 時 
で 本 呈 つじ 所 可 司 公 弄 飲 必 Ke で G ゼ 人 
押 じ p6 ン 中 で で KO 内 6 く ペー ハビ 
S ふ や” ペン ミ 色 SH さ 叶 っ 了 李 で 拓 
里 公 ” 四 欄 G 失 記 公 寺 で 民 ぐ し ゼ 
さっ で "の p 提 で G で KG" 

局 居 G 刀 胴 牙 具 G 青 移っ し に 拭 補 
CQG” の ヒ ゅ 6 の の 后 屋 公選 く ヘ と 
ミ し SN9NJ ュ JST 析 介 UK つ NK て 
ュー ゴロ いっ 祭 学 振 公 RC き っ 
G ぜ 選 く ヘー ミレ め p 選 く ヘー ミレ 
梓 補 名 5 叫 僅 き ロ ー に K 選 吉相 で 
祥 さ ” の 忠司 回 鵜 刀 編 革 村上 は KI ト ト 


へ へ へ 則 選 KG うり 愉 の 環 M6 で レス っ ぃ Go* 
の 中 局内 イ SQ で G 暑 距 し 8" の 
叩 眉 公 届 癌 WW 五 つや 抽 jp つつ 38 ぐ ン 
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中 GS77K 間 正 y/ か …… ド 7 太 貴 SIN て 
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一 番 身 近 に 存在 する クレ マ を レー シン グ カ ー に 仕立 て て 戦う ツー リン グ カ ー レ ー ス は 、 一 番 親近 感 の 湧く レー ス で も ある 


生活 が 違え ば 、 その レー ス も そこ で 戦う レー シン グ カ ー も 違っ て くる 
世界 の ツー リン グ カ ー レ ー ス を 見 渡せ ば 、 モー ター スポ ー ツ の いま が 分 か る 


世界 の ハコ ・ カ テ ゴ リ ー・ シ リー ズ の 最新 情報 を お 伝え する と と も に 
レー ス の 枠 を 超え て ユニ ー ク な アプ ロー チ の 注目 マシ ン を 紹介 し て いく 本 特集 
遊び 方 、 殆 せ 方 は ひと つじ ゃ な い ! 
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あ 抽 NUM 
ステ ム な の か わか る ? 」 

1991 年 、 ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 に 挑 戦 
し た その 年 、 コ ン ビ を 組む ロー ラン ド ・ ア ッ シ 
ュ が 僕 に そう 質問 し た 。 

ニュ ル ブ ル クリ ンク の ピッ ト は 近代 的 で ある 。 
だ が 、 一 点 だ け 古 めか し い 装 置 が ある 。 そ れ ぞ 
れ の ピッ ト に 、 ガ ソリ ンス タン ド 
に 設置 され て いる の と 同 式 の 給油 
装置 が 立っ て いる の だ 。 

レー ス 中 、 タ ンク が 空 こ に な っ た 
マシ ン を 出迎え る 給油 マン は 、 先 
を 競っ て 給油 ホー ス (C 手 を 伸ばす 。 
ノズル を 給油 口 に 差し 込み 、 レ バ 
連 が 協 る の カノン リ ン は ユル ニル と 
注ぎ 込ま れる 。 コ ンマ 1 秒 を 和 潮 う 
レー ス と は 思え な い ほ ど 、 長 い 時 
間 を か け て タン ク が 満 タ スン に され 
る の だ 。 

答え (C 鍛 する 僕 に 、 彼 は とう 説 
明 し た 。 


、 コ 


ア 
トス 
の 


人 きき 壁 必 吉羽 一 ビー ロ S 


「 ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 は どの マシ ン が 
目的 地 ま で 早く 到達 で きる の か の 、 擬 似 レ ヒース 
な ん だ よ 」 
ニュ ルプ ブル クリ ンク は 屈指 の 高速 サー キッ ト 
で ある 。 踏面 は 荒れ て いる 。 コ ー ス オフ エリ ア 
も 狭い 。 サーキット 舗装 な ど は され て お ら ず 、 
村 と 村 と つなぐ 連絡 道路 と いっ た 趣き で ある 。 
実際 に サー キッ ト の 中 に は 三 つ ゃ 
村 が ある 。 スーパ パー マー ケット も 
ある 。 
つま り 公 道 と 環境 は 似 て いる 。 
た と えば 、 デ ュ ッ セル ドル フ か ら 
ミュ ン ヘ ン 間 を 競う の と 似 て いる 。 
サー キッ トキ ャ ノン ボー ル 。 どの 
マシ ン が 目的 地 に 最も ゃ 早く た どり 
着け る か の 競い 合 ら な の だ 。 だ か ら 、 
給油 装置 は ガソリン スタ ンド と 同 
型 だ 。 給油 口 か ら ガ ソリ ンタ ンク 
まで の 配管 や 、 空 気 抜け な ども 試 
され る と いう 。 
試さ れる の は 、“ 速 さ " で は な 
く “ 早 さ "。 どれほど 速く て も 、 ひ 
ん ば ん に 給油 し て いる よう で は ミ 
ュ ン ヘン へ の 到着 は 遅れ る 。 モ タ 
モタ し て いて は クル マ と し て 価値 


が な い 国 な の だ 。 

「 ド イツ は アウ トバ ー ン の 国 な ん 
26 

アッ シュ は も ゃ も う 一 度 そ う 言 っ て 
笑っ た 。 


「20 万 人 の 観客 は 、 ど の マシ ン が 移動 手段 と 
し て 優れ て いる の か を 確認 し よう と し て いる 。 
ポル シェ な の か BMW な の か を ね 」 

実際 に 98 年 に は 、 シ ュ ニ ッ ツ ァ ー が 走ら せ 
た BMW320d が 総合 優勝 し て いる 。 デ ィ ー ゼ ル 
エン ジン を 搭載 する コン パク ト な セダン が 、 ポ 
ル シ ェ や AMG を 抑え て 勝利 し て いる の だ 。 


ーー 


ー で NNN “ MMUN 燃費 が 良く ピッ トロ ス が 少な か っ た か ら 勝 利 し 
へ NNN た 。 レ ー ス 後に 320d は 爆発 的 に 売れ た と いう 。 


「 誰 が 一 番 早く 目的 地 に 到着 し て 、 熱い コー ヒ 
ー を 飲め る か が 重要 な ん だ よ 」 

あッ ン ク 05 ジ 4 は ツツミ リン グ カ ー レ ー 
ス の 本 質 が あっ た 。 


この 時 代 の 耐久 マシ ン を 象徴 する スポ ッ ト ラ イト を 追 
区 上 語 sa242EMIUOOI28 天 (ジア ァ ミ リア < ローダ リー ク 
ー ペ )。1970 年 の スパ ・ フ ラン コル シャ ン 24 時 間 レ ー 
ssl 才 全 様 を 再現 用 だ 。 アル ビー コレ クタ ー 
と し て 著名 な 加藤 仁氏 の 所 有 で 、 前 ペー ジコ ク ピ ッ ト 
写真 も 同 車 の も の 。「 ス パ ・ マ スタ ー ズ 70's セ レブ レ 
ーション レー ス 」 に 出場 する た め に FIA 規 定 の ロー ル 
ケー ジ が 追加 され て いる 。 
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本 暦 超え で 5 年 ぶり ニュ ル 復 帰 ! 


寄稿 し て くれ た 木下 さん の 文章 が 熱い の に は 理由 が 最高 位 と な る 総合 5 位 を 記録 する な ど 、 ニ ュ ル ブル 
ある 。 5 年 ぶり に ニュ ル に 復帰 する の だ 。ADAC ト クリ ンク で 成績 を 残し て きた 。 

の 22 ラッ ョ ンー あく に Ei2 雪 と |( 司 5 ルッ クル クア | 02 シラ シン クン em ンー ョ ミル 
24 時 間 レ ー ス ) に BMW セミ ワー クス ・ シ ュー ベル ブル クリ ンク 24 時 間 の スケ ジュ ー ル が バッ ティ ング 
ト ・ モ ー タ ー ス ポー ツ の BMW・M2CS レ ー シ ン グ で 。 し た た め シ リー ズ 戦 を 優先 。 度 重 な むる コロ ナ 褐 の 影 
参戦 する 。1991 年 の 初 参戦 以来 、 ニ ッ サ ン 、 ト ヨタ 、 響 も あり 、 こ こ 数 年 は 出場 を 控え て いた 。 木 下さ ん 
2220200 5 人目 動 是 0 二 20 二 GIIGZ20 レ ン 且 琵 の ホホ 作 を 吊る の くに 62 放 Go 人 GB 
トー ヨー と いっ た タイ ヤメ ー カ ー の ファ クト リー チ 「 体 力 に 表 え は な い 」 と ご 本 人 は 断言 する 。 目 本 が 誇 
ー ム か ら 参 戦 し て きた 木下 さん は 、02 年 に は 日 本 人 る Mr. ニ ュ ル ブル クリ ンク の 活躍 を 期待 し た い 。 


ニュ ル 24 時 間 
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現在 は 300 台 限定 車 S206 の ター ボ を シ 
で 扱い や すい レス ポン ス と 耐久 性 、 お よび 燃費 を 重視 し 


NO 
っ 
レ 
ら ) 
舞 
環 
9 
TN 
ON 
和 
さ 
| 
[ 
ヽ 
K 
か 
SN 
Pt 
レレ 
弓 
右 
屯 
人 
+D 


影 の 展 メ クー ル タ イ プ ( 
陣 と し て は 出力 その も の より も 、 長 い レ ー ス を 戦 


と きも あっ た が 、 


近 
つ 


限ら 


改造 範囲 は 広く 、 か つて の グル ー プ A 規 定 ( 
いと いう 。 シ リン ダー ブロ ッ ク や シリ ンダ ー ヘ ッ ド 【 


いて は 改良 不可 だ が 、 


癌 載 す る も の に 


れる 。 エ ンジ ン は 量産 ペー ス 車 両 が } 


4 の の 


26 水 平 対 向 4 気筒 ター ボ 


の EJ20 型 。WRX が 参戦 する SP3T ク ラス は 、 排 気 量 1600 
と 2000cc の ター ボ 過 給 エ ンジ ン を 搭載 する 車両 が 分 類 さ 


載 ニ エン ジン は 従来 どおり 、 


苦 
口 


| 


1 
9 UGCUD2 


%* か ら 角 度 を わずか ( 


ヽ ム ビ 
+ 人 人 肥 
4 の 


は 量産 と 同じ 形状 で な い 
少し で も 効率 アッ プ を 狙う 。 


本 
立 
口 


量産 状 
令 却 風 が 当たり や すい よ 


レム 


9020 ニン 6 ニラ 二 條 量産 同 杯 語 ン ン ン の 上 上 
置か れる 。 
9 / 
却 風 の 導入 開口 

(DUO いた の 、 


陸 
ー 
ヽ へ 、 
/ 


過渡 


音 と な り 、 
燃費 が 改善 され 


M1 シ リー ズ ) の 演算 速度 は 従来 比 で 約 8 人 


で デー 


く 設定 され て いる 。 


向上 。 特 ! 
。 リ スト リク ター は の 37 mm。 過 給 圧 は 規定 で 240kPa 


ーー 
呈 】 
詞 | 


さ 


【 


注力 し て いる 。 現在 の ECU (MoTeC 
国 


2 0 に ) 
応答 や 各種 の 制御 性 が 大 W 


ナ 


= チョ ーー 


(絶対 圧 )。 量産 か ら 少 し だ け 


ナ 


この クル マ 
の エキ ゾー スト ハウ ジン グ 


還 02 の 2 回 EN クラ ンク 
量産 の 8.0 か ら 0.5 ほ ど 引 き 上 げ 


2 2 バラ 


な どの 交換 は 可能 だ 。 圧 縮 比 を 上 げ る た め 、 
で は ピス トン を 交換 し 、 


2 の いい ク 2 こ 26 


3 
Ne 寺 レ 
淫語 ー 
の へ 細 世 
でき I ト 二 
固 で KK = 
で 和 画 8 詞 
拒 せ 貞 中 一 
中 條 の 誤 


3⑳⑮)J ュ JJ4.inN く 一 選べ で 帳 0 し 咽 ン 
で る で リゼ 交配 往き っ うう うっ 心 
TXA 一 装う 刀 う じ う ポ 二 | っ) 
6 ンド ミーP4 刀 う 伽 ホ ー ト ペー ベ 
HAS 人 AHI ト T 装 生 やつ 因 つ し じ っ で 祥 " 
画 伺 トト Kー レ ゼ NW で ば うう 肢 補 つ で うっ)) 
っ 9 下 陰 つ 選 "NG56 マ せ 軸 つ パ さ 
に SNKeN ヘ ペー 6 軸 訟 団 租 幼 NJ 
3 けり 甘 っ 刀 の っ? 陣 宮 短所 陸 ey で)J 
っ で マン 司 藤 軒 幸 交 二 StG 日 水 麗 掲 つ や 
NN 

6 民 名 Q 結 形 己 ” 門 肖 6 政 田 和民 
トー に K ト ト ユ へ 愉 抑 し 肌 思 慌 く 
トーKI ト ト つ へ や GAK く 公 的 編 0 
で や 6 や 香 還 そく 普 麗 思 7 

| 星 活 く G 羽 に 肖 講 きっ 心 脳 洋 jp 
し っ t” 履 G ふ ミドル” ペーK 
は で 如 押 要 下田 くい KK 下 電 款 所 
つ し っ ボ 忌 ” W で 交 楓 暫く hKI ト ロロ 
teQG” マキ も で て 人 KK 四 柚 "| 麗 


忌 に pe 態 書 的 つ で 刀 人 ぐ し" 
2 時 ポ 下田 く RKI ト GS で る 嘩 で し 
雪 O 刺 りう ) 公 先 ポ つ 5 日 させ 
いつ じゃ 韻 固 公 臣 ソン" キ 和 ふく 私 必 
忌 羽 うっ ローKG じ " 貞 罰 く hKI ト リロ 
teNo ト JJ) し 本 HH 人 W 選 填 TO や NG っ りう) 
Jp7” て へ くく へ へ 軸 委 つ つ 心 の 症 
6 つ ] ( 寄 田 ペ ー ド 前 絢 ) 

HA 人 へ 装 筐 褒 箇 唱 由 形 肌 ら っ 
ホロ ー ロ AA 心 色気" 高 骨 堅 の っ 
心 路 軸 部 ペ ーK や 8 トーih で て く 
ミ さ 志田 革 tt で 束 迄 選 填 や や KN 
JJ けけ 46 で レジ リー で へ 回 半 環 .Q 


en 公 広 昼 明け い S 色 を も っ <Q 和 


「 高 骨 皿 ペーK し ゼ ^ 丁 尽 ) 入 心 へ ト 
ドーK 款 ロ 青 本 jp 則 盟 きい N ト ふ ふ ー 
3 さ G し "(< ロー 本 NN いつ し ) H 
AA へ A 交 っ の さも % 穫 ペー 涼 玖 W 
ン つ や さ つじ し 7 四 ぶ 幸 を 装 範 り 財 滑 


SG 稚 紀 ホー コロ S く で 3 装 号 せ や 
っ 作っ っ 時 璧 宙 り 要 っ 6 村人 科 6 や 
時 馬 6 い ウ ポ 殆 で で] っ J 外 


田 ペ ー ド 彰 細 お 府 抑 槍 下 公 上 Ke っ Jl で 
到 ” 伴 吐 6 さ ペー ド K 避 下 む レコ に K ト で 
ヘビ の 臣 交 光 屋 概 ビ つ ) 0 で は コ KK 
I ト ゞ ヘー コロ 皿 め Ih マ AN) ろう 心中 弁 
選 虹 し っ ke” で 唱 壮 っ” 胃 話 へ 
ヽ G 地 咽 で 起 作 人 到 で SS 午 和 を つ 避 コー 
の っ J) つど 

J 心 つ し | 李 岬 の 財 2 く G 論 現 装 宰 
さ ⑳.S し < 侍 G ilH ミ ロ 器 お の つ m< 


ビ つ 受 と ヒ の ヒー 乙 m QOQQ“ 


咽 舞 メーK じ 疾 心 公 で IJN 維 紀 還 理 * 
史 っ ね づつ" 選 革 敵 ne 右 洛 所 志 で じ W 
レ っ teG? 


024 


auto sport 


IPWIBW 


Text ⑱ 大 串 信 (Makoto Ogushi) Photo STI 


TI NBR CHALLENGE プ ロジ 

つ ェクト の 辰己 英治 総監 督 は 
2020 年 に 参戦 を 断念 し た と きのこ 
と を こう 振り 返る 
| 必要 な 機材 は 2 月 くら い に 船 便 で 
0 
識 隆 is クル ルレ マ だ け は まだ 手元 に 
っ て 、 4 月 の 頭 に 用 
し た 。 で も 、 3 月末 に 参戦 を 断念 し 
上 旨 sl 選 が つた だ クルマ に は そ 
れ な り の 手応え が あり 、 ク ラス 3 連 

こ は 期 待 し て いた ん で す が 、 状 況 
陣中 E と うし よう も あり ま 
せん で し た 。 そ の 後 、 事 聴 は それ ほ 
ど 変 わら ず 、21 年 も 開発 は 続け て 
県 ま た が 、 レ ー ス の 参戦 は 断念 し 
まし た 。 で すか ら 、 今 年 は 3 度目 の 
正直 で す 」 

二 0 還 証 児 通り が 立 た な いま まで 
は あっ た が 、 レース 用 の 車両 の 開発 
辿 叶 で いた 。 

「 ニュル 挑戦 の 最大 の 目的 は 、 勝 敗 
以前 に クル マ と 人 を 育て る 点 に あり 

会 社 と し て は 技術 も 人 も 育て 
な けれ ば いけ ませ ん か ら 開 発 は 続け 
詳 較 2 了 星 パーン ン も 作っ て テス 
ト を し て いま し た 。 今年 も 開発 を 加 


史 68 主 慌 ハ ク ルレ マ が で きた の で 、 今 


度 こ そ 、 そ れ を 結果 と し て 証明 し た 
Gi ね | 


噂 鹿 語 一 HH つの [ の 


党 [L 沼 


ー デ ーー 
上 3 


- 38: を 


この プ 旧 ジェ クト で は 毎年 、 現 地 に 赴く メカ ニッ ク を 全国 の SUBARU 
特約 販売 店 か ら 選 抜 し て いる 。20 年 に 向け て は 初め て 選考 会 を 実施 。 


の 2 開発 放 Ma220E 呈 2 (2 
イズ の 拡大 や 電動 パワ ステ の 採用 な 
ど 、 意 欲 的 な トラ イ を 盛り 込ん だ マ 
ン ン で の る の 

「 い ま の 型式 の クル マ で ずっ と ニュ 


ル に 挑戦 する か と いう と そう で は な 


く 、 近 い 将 来 ど こ か で 変わ っ て いか 
0UD7UEAUDUMU ES ニョ ピン シン ジリ に 
気 量 が 大 きく な れ ば 、 タ イヤ サイ ズ 
QNo の GE まま SN ニス 
2 ンク も 上 必 Ge と 
人 導 の ーー 
2⑳0E EC まこと とこ on らい クル 
NG の 0 時 
実戦 の 場 に 送り 出す わけ に は いか な 
人 DA 
ら な い 技 術 を 先取 り し て 開発 し た の 
が 、 今 年 の クル マ な ん で す | 
自ら ステ アリ ング を 握り 、 フ ィ ー 
ンク を 誤る いつ 辰 昌 総 監 首 は 
タイ ヤサイ ズ の 変更 と 電動 パワ ステ 


の 採用 の 意味 に つい 2 請 6 
「 レ ー シ ン グ カ ー は ダウ ン レ ア 和 語 世 
が か か り 、 グ リッ プレ ベル が 高い の 
で 、 ト レッ ド を 広 け で UN 
キッ ク バ パック も ひど く な り が MG 表 
電動 パワステ は 下 か ら タ イヤ を 振ら 
れ た と き に すぐ 反応 し TGMUKGIG0ie 
ドラ イ バ ー に 負担 を 避 え まあ 20 下 je 
イー ル に つい て も メー カー さん が 出 
し て くれ る も の を 単に 使っ て いる だ 
け で は ダメ 。 ホ イー ル 自 体 を 微妙 に 
チュ ー ニ ング し て いつ だ 00 
性 に いま 、 多 く の 自 動車 メー カー が 
注目 し て いま す 。 今回 ほ 軸 四 計 剖 
ング フォ ー ス を 追求 し で 0 語 2 
10 イ ンチ か ら 11 イ ンチ 合作 DMN 
ホイ ー ル の 耳 の 高 さ や R の 形状 な ど 、 
メー カー さん と 相談 じ が が 0 
4 紀 

こう し て 準備 し た 22 年 型 車 両 は 
テス ト 走 行 も 終え 、 本 番 を 待つ ば か 
り と な っ た 。 3 年 の 三 結 箇 委 
け て 辰己 総監 督 は 抱負 を 語っ つた 』 
| 新型 コロ ナ も 収まっ た と いう わけ 
で は な いし 、 ウ クラ イカ (CO の 0 問 全 W6 
ドイ ツ が レー ス と この CIMMNKGg 
か も し れ な い 。 も し 土壇場 で 万 が 一 
今年 も レー ス が で き な < が ARa 
て も 、 今 年 の クル マ に Cl 
は 満足 感 が あり ます 。 ク ル マ を 開発 
し た 社内 の 人 間 は 明らか に 成長 し て 
いま す 。 こ の 2 年 は 半生 7020 作 還 
た クル マ が 日 の 目 を 見 る こと は で き 
ませ ん で し た 。 今回 は な ん と か 日 の 
目 を 見 て も らい た い 。 結果 も 出し 、 
ファ ン の みな さん に も 喜ん で も ら う 


厳正 な 審査 の 結果 、 北 海道 スパ ル 、 岩 手 ス パル 、 新 潟 スパ ル 、 神 奈 
川 ス バル 、 千 葉 ス バル 、 東 京 ス パル 、 奈 良 ス パル 、 大 阪 ス バル か ら 
の 計 8 人 が 選ば れ た 。 彼ら も 3 年 越し の チャ レン ジ と な る 。 (as) 


と いう 気持 ち で 上 臨み ます 」 
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と な る ドリ フト 競技 は 日 本 発祥 。 し か し 今や 


im アド アァ ジン ン ル と ホイ ーー ルス qoo 
世界 中 で イベ ント が 開催 され て いる 。 
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間 較 介 卓 信人 院 忠直 つじ っ い 葵 ポ 
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タン バー』 斬 CuseOl の 加計 
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ET 6 状態 


オリ ジ ナ ル の アッ プラ イト は ダン パー 取り 付 
け 点 が 変更 可能 で 、 そ の 変更 幅 も 大 きい 。 フ 
ル ロ ッ ク に 耐え る 強度 も 重要 な 開発 項目 。 
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凍 語 2 20 寺 き コ ラ の 
規定 で は 生産 車 が トラ 
ジ 22 クス リル で な が (けれ 
回 是 R2202 く 57 クス レイ 
0 の SS の 


高 出力 化し や すい 2JZ が 車種 を 問わ ず 定 番 化 。 ラ ジ エ タ ー を 移設 し て いる の で 整理 整頓 が 行き 届き 、 エ ンジ 
ン の 前 に ある の は 巨大 な イン ター クー ラー の み 。 辿 立 す る ウェ イス トゲ ー ト 用 エキ ゾー スト が 人 存在 感 を 示す 


い の で 取 


か ら 。 


は 


ュー 


ホイ ー ル スペ ー サ ー は フロ ント 40mm、 リ ヤ 60 
II 8 た 


装着 で 撤 送 時 は ロー ダー! 
ニラ ーー ニン ーー っ 2 


いや 


e NSR Ni we8NE pac9 


ビ : 
と コ 


時 SC” 地 羽 に お ロ トト ー ベ 
全く へ 中 や 選 つ じ っ ぃ to 宗 演 し せ 玉 ポ 講 
で し つ J6 必 RS 革 人 S で せ ロ ロー ミロ 
払 つ じ 公 ドー ユー ツリ つ し G 握 避 絢 
寺 ht9” 捉 拘 G で トロ お K く AA 
りー 選 胴 お 聞 ン 沢 尽 邊 で 陵 
直 十 ww で っ G 司 陸地 っ " 

IN ロロ ヘ て @ 居 RI トキ ヘー 亜 
3 己 也 し SG? WOS 共 RI ト T 愉 エキ 
ヘ く ー 亜 由 X 刀 咽 けり 8。 族 密 G 衣 
ふ マ キ エ で 人 陸 つじ や で 揚 玖 絢 寺 KG 
SG し SM 凌 で 公 剖 寺 KG” 斉 公 で Ne 
-J” 咽 刀 皿 耳 NGN ト AA 本 へ 知 NOn 


つ 和 を っ ? DJG 6 で で 糧 組 jp 補 財 い ? 
NL ヘー 人民 RI ト TN せ キハ ヘミ ー ジ ヨ 
陣 は 表 つ レス ユエ ゼ 表 星 刀 ロ や ヤ ロ に し StG7 
に NSJ リピ だ INS 
へ 電 下 喉 hG” 普 征 唱 臣 事 " 之 
ーー 交 軍 っ し め お に ざ N 言 に" さく ーー 村 
名 骨 つ 刀 郁 款 ペーー ゼ きめ へ 言明 人 ) 
賠 人 し 征 経 品 ” て NN ふ A 還 へ 約款 
人 S り 坪 や 吉 滴 陣 班 交 李 人 S の つじ うぃ) 
っ 

紅 47 ペー へ へ ドー し SC し ap 直 章 
局 じ S で しゃ” 個 更 恨 恨 幸 約 相 員 本 hG 
JJ 万 路 の 由 月) 東レ っ tk の” つ 忌 つ 


っ 来い ひで し つう や ン StO 賠 所 SS 遂 
回 じ 区 te( 赤 つつ 操 く 嘱 は 6 
40inN マ ミー ゼ に 押さ 李 公 掲 和 を 
っ っ JJ ヘー ね hG さっ) うつ 7/" 

ト J ト J 愉 G8 間 家 じ つ 公 で っ 色 " へ 
^ TNG 墨 表 電 で pyG 人 呈 つつ を 
IN で く ペー ゼ 箕 信じ っ te@S し ゼ 
っ 到 ” 廿 半 で 上 し ぶ で マキ 
地 民 回 筐 せ 賠 人 しそ や っ "ty 
ト JSQ ボ ヘー 球 維 ら 約 上 ビ 
っ つ で 庄 唱 缶 間 回 柚 公 打 *NNGNv 
SG 押 咽 公選 っ 選 公 取 伯 境 
嘆 /Q で teG し で っ AO 
SC・ pp 心 や ので 近 Q て SO 
GS ぜ NN さ か へ ペー 楽 縮 し 6 
二宮 く iNAK く て G 握 や * 

N ミ いれ へ ペー 上 表 R ロ AA 
て GS ふつ N 色 所 図 や 生 回 
st@ へ いさ 玉 心 ヘ ペー 枕 里 更 
ウレ も で っ" SNO 遇 IN ロー 
GS ふつ 私人 思っ 失 紀 し トロ 
へ ヘーp 部 や レン で で て 397 K ロ 
ュー テ さ 天 征 人 ね し 王 押 交 青 老 


ケ ユ トー6 判 距 し NG 也 恨 公 北 散 p 
っ で "8 つ QN ミ R ト へ ペ ーー 朱 訟 し 
G 取 人 選 刊 公 科 SQShet6 で や マン 更 G 拓 
皿 Q で 7 臣 角 和 を 届く 暑 己 9 ぐ で で 
J ケ inN で て マーGTX 和 ヘー て 人 阿 さ 査 中 
9 半 S 妃 拉 く 忠 過 G 頻 部 直交 糞 部 hG" 


/ 且 
ター は 
よっ 


K 用 し て いる 。 


木 


シー ケン シャ ル シ フ ト 
ペダ ル ボ ックス ( 


と サイ ドブ レー キレ バ 
ロー ル パ ネ ル は 同社 の 


PDM を 
て 着座 位置 は 後退 。 


ー が 並ぶ コク ピッ ト 。 
MoTeC C125、 コ ント 


ダッ シュ モ 


CARROSSER 


よる 姿勢 制御 し や すく する 狙い か 。 


ュー 


と で スロ ッ ト ル 【 


大 キャ ン バ ー 角 に よっ て フロ ント 内 輪 の 接地 面積 は 小さ く な る 。 あ えて フロ ン 


ト の グリ ッ プ を 落と す 


寺 
唄 。 尺 
1 G 
) 
Ne 
AAJ 1 い 
骸 ^ コ 
や 
凍ら は こ 
に 己 軸 


く こ ヽ 
ユ る 
員 
IN 
2 
に 
へ 
ハ 
CC 
十 m 
rp 。3 
D 


031 auto sport 


ロー ド さ - 


Et34 人 | ( 


ろ 上 E 央 2 まく NYC で に や 
へ 届 へ 忌 ぐ や ロー くさ 下 醒 も 


へ ヘー テン ベロ 


作 


orp/g 7 gPU 有 7 77 胡 (大 


 。 


ー 


の 野 


ド " 


ゃ る ゃ 


te べく 下 壮 則 つつ べ 居 ホ ー さ へ や 

ドー 遇 幅 間 "K 一 ベー ヒビ の い 〇 どの ( 政 

ヒ に の いら の 〇 ) 稚 話 必 NeTOYOTA いざ や 

GAZOO Racing Argentina (に の ぶ NS " 1 8 ヽ 
<) *” NG 中尾 し Stem・ ト さ ドミ 

や 上 トマ ー 丁 で QOQG 叶 尽 隊 公 
『 了 て ・ ド ローIh』G や 入 へ 貼付 ミ 

ダー に K ュ っ りつ 深 穫 ペー ドド 同居 G 貞 引 

史 舘 記 寺 し StG 臣 人 つ し wo 届 " ll 5 1 、 ' 
いし ミ と の 所 囚 ハ ュー 時 中 滞り 粒 請 “ | ビ / 

コキ 用 。 


Text @ 大 田 進 之 介 (Shinnosuke Ohta) Photo ⑯ WTCR ノ TCR 


閣 つ や て で マ へ 6 て mm%・ ホ ホース ・m 一 時 
ロ ふ く (ヒヒ ゅ ) 到 や ミ へ ・T へ 衝 「 パ ] [ 
ンー、 ふ っ) 中 記 46n ロ 7 当 財 ペ 拓 さ s 電 、 1 に 
ミン く ロ 各 EwymAno て 本 ・ ホ トー NN 9 い /// 7 リリ 冊 議 
3 ス ・ ト ミ や AD トミ さや へ 下 へ “ 舟 / ./ 較 議 り /。 旗 
・K ふ いい ケ 、37 企 和 に の ビエ くっ | | l 1 人 いい 

起 4 他 MR 店 0 坦 0 賠 人 6 中 ー※ー “ ー る る / に 央 ト 、 ( 1 
く 玉 ー ム スハ 形 編 選 間 半 つ し Sn" “ KR / 較 WW/ / 4 
捉 抱 SF ヒロ 公 エ ーー 的 紀 6 拓 腎 芝 部 


層 枯 で や ヒ 且 の 史 器 レ 。 環 電 3 


“アル ゼン チン ・ ス クワ 


地元 の モー ター スポ ー ツ 情報 サイ ト に より 、 2020 年 8 月 に 開発 プロ ジェ クト の 存在 が 明か され た 


『 ト ヨタ ・ カ ロー ラ GR SPORT TCR( 仮 称 )」 が 、 21 年 末 の シェ イク ダウ ン を 経て つい に 世界 デビ ュー を 果たす 


IE 
TOYOTA GAZOO Racing Europe へ SRK お 
の で 較 , 吉 0 

GmbH (に om - 呈 ) 証 で hex NR 守 人 に 
心 品 ^ 護 珈 NN ミ STOYOTA 、 仙 NH 

へ 。 思 KA 

GAZOO Racing Brasil め は ヒビ の AN ・ 

IN YR 思 

IN へ トペ RG | 亜 演 殿村 KG ヒ WS 

の 飲 斑 IN NG 

の と マ ゼ や ” 翌 IRS ヘ ホー へ ボー 先 ユズ 

A ふ KK 凌 

ヘー 嗣 Wh 昌 2 つり け ME 尽 し へ hGQ? コト | 品 

人 h 更 で っ J49⑲ 填 こ ん て HH レレ っ NG 時 人 トト 

王 り ^ 軌 叶 男 記さ 居 血 本 ペー ISSSEIT 


モロ イーIh ふ AT ヘー ロー を 肛 m 
の ^ NSRAH・ー・ く Kp 握 選 如 
| 怪 北 喘 下 導 " 判 昧 咽 型 G く で 中 ふし 
ホー へ 心 ー」 二 KG に の の 
らら し "に 記 ⑤@HーK 郊 Sto セト 
KK・ ロ っ Jp ヘー 人 中 糞 
io 也 寺地 喧 つじ? 

0Q り >oHA 公 へ 村 抱 入 も ke べく 
央 G ハミ HH て ・K て 公 必 ド ー 映 貴明 
ヒ に On 工員 之 その ヒビ ホー 
K 由 ・R ユ I ト IN ゼイ 町 尽 ・ 玉 ささ 
掲 で や ヒビ O 和 NATN・ 下 そ ヘ 
ずり へ へ トレ 8 く で て Ih 和 NKKWH く 
ptNes2J” 閉 ポ ン SL や SI 時 笑 7 
NIJU 人 回 上 OCG 台中 つ ふ ロ ー ミ 
ミ 吐 栓 中 嘩 AA 立 K ペ セー トロ 公 H 
No いい 』 三 がく だ くさ EKE い NESESJY く J 

て ・ ト さや へ トマ ー ト G 宇 剛 避 
夫 人 SNe ぶ II 日 ミ ・H ロ ユー ロゼ ” じ リロ 
時 陣 G 議 癌 し 中 賠 IN 人 玉 四 盟 り 環 
っ つ 庄や 系 へ 失 全 で 交代 0 上 の 選 司 
居 選 球 電 Ne る ” 可 K 旭 (性 6 て 
町 四宮 局 ) 6 球 稀 羽 玉 し で" 
しり 英 せ 喧 / 人 ご っ tG@| っ 中 M" 
IIJG NIAHN て リバ さや) トミ さや へ 
へ 較 代 し GilHN ト 中 そ さ へ 
ESsk(0AGMPE 13ESIPESCEKANS 
心 | う )p 衣 さ ) 式 固 に し 6 龍 中 へ 公 
中 ト さ へ 心 拉 浴場 に で や し っ ぷり 
NG 選 ” 吐 公 臣 選 避 財 き 下 日 ヒ 
〇 と マ ュ リ ヒ に の 選 下 羽 交野 拍 選 Ne 且 の 〇 
ふ ヽ ミ ーh ト 6 電 NR し 「 ド ローIh・ や 玉 へ 
SFO 〇 避 選 司 昼 G く 眉 能 店” 展 選 
紅 思 殺生 NG の ME 恨 人 0 で 宮 | に 
へ AK” NG 継 口 お 昌 ペー ロジ 夫 「 ィ 
町 入 押 癌 司 公 ^ 軍 補 JIJG 画 G ロ ー ぶ ふ 


ーー | 


Y ワ ィ ァ ブ す Z テ レ ィ ー デ と 


うた 


4/ge7 の カラ 


| 


TCR 


ー ベ モー ム 有 蜂 *M 机 つ レ ロン て 尋 り ) 
9 統 ロ 福 つ し っ te? 窟 SG ホ ー コ 色 
所 本 Gー の と ヒ ヘ ユー 代 し て 罰 G 弄 扇 
3 うり つじ し 李 由 的 回 っ / TDSGTNL 人 HHNー 
人 いさ や へ 中 へ AG カ ロー ペー ドー ス 章 
押 ぬ 判 皿 間 理 tG 経 筐 旨 下 選 レン 
で te| つ 剖 陽東 倍々 し っ 7 

区 の つ ン ハ ユ ュー G 直 速 む くし pt 
レミ ロロ ・ ロ トト で 受 の 〇 補 相 p7 
JJ6 飛 概 は 謎 つ 「 培 王 拓 里 定 志 四宮 
司 押 星人 SKe 思 "て XXG 敵 只 半 
剖 語 te" Nw つ し "ロー トビ の と 6 
貴 上 。 擬 多 レー トト で へ 心 交 ヒ の ピ 
公 貼 是 0 で や や ゼー ヒロ へ や 
トー て 6 祖 忌 己 多 お ejp いら JCG 環 有 
S レ て で ミ Kーー へ SG | 細 楓 つ で 7 


宅 培 皿 .QAHS て ふ 入 心 へ 


ト J 心 つ し 避 H6 で 尋 に トミ や へ 違 へ 中 
ヒヒ ヘ ホー へ 一 臣 章 1NL 公 H N 


TCR 


て ゼ ” iJG 書 範 骨 表し じゃ し じ り 鶴 天 
ロミ テー く G ト ー ふ AS NN し 形 軽 記 S 
wig 1 トマ へ 症 畠 公 態 や で し 代 で " 
マーK 中 人 トミ ロゼ て KG ト さや へ 店 
へ 模 べ 上 四 TNIN 人 AA さ G 押 加 英 配 勾 條 中 
へ 交 加 打つ 上 『 ボ ロー や 入選 
K モ ー ム 』 中 恨 " 下 笠 尽 @ 画 師 ぶ 下 
へ お で て 公 和 へ 心 ペ ー モ つじ し 克 只 つ Q 
S 個 尽き 居 記 Goo そ エビ ヒ - ロ レヒ の 避 抑 
剛 つ や で" 

つじ し 避 革 式 旧 時 と お 昌 て 
ぶ 心 へ 6 っ) 村 玖 0 ロミ ンー く 到 6@ 吾 
委 己 記 軸 伝 Ne ト 系 ・SINAKG て IM 
ふ ふ 則 や 6 で バビ の と さ 私 を 、 
GR ドロー 届 お ^ 束 叶 - ビ 〇 Q 〇 の の お お 台 
理 YO で Ne トー テロ ー 由 ・ ド KK ドー・ 
KR くさ へ し も シ 40H6AK ト 日 選 
Set0 ス NT さ 77 へ AO 拓 さ し 6 
衝 ぜ ユー ロ G 由 ローK で へ づつ ^ 喘 
尽 GIhSN 作 に "TNG 選 せ ロロ 和 へ 6 


033 auto sport 


さ 隊 


ワー 


新型 TCR モ 


姿 を 現し た 闇 


に ー 


南米 仕様 『 カ ロー ラ セ ダ ン GR SPORT』 が ベー ス ! 


アウ トド ロー モ ・ オ スカ ー・ カ バレ ン (【 


は 、 


IN し 明 玉 定 唱 四 回 尿 机 人 ? 
GAHS 心 和 心 へ 堪 YO 名 
けり け や 人 骨 更 1 で 刀 I ト KK ロゼ” 受 の 〇 形 
置 筐 思 G 由 りつ レル 衝 貼 ・ ド ーー 
へ Ap 也 怪 つ " て そ AK さ ペー へ mA 中 
y 凌 臣 SININ で AINS Np 開 選 " 皿 
語 @ 球 貫 じ 夫 Ne 有三 - 〇 〇 判 只 ハー ユ 
へ ふ ド ー 遇 中 音 の 眼 G ロ く K お や 咽 到 N 
SG 公 |)J で て 色 押 つっ て 上 ・ ド ロー 
に の 6 吉 二 "ホーH 蘭 に S で 
で 刀 骨 胃 べ つっ 志位 @ 師 め 的 陣 
普 表 性 打 理 下 っ ふさ トル ドロ 寺 二 会 で セレ 
っ hG | っ)” ロ 和 へ AJpNG 徹 量 財 sy 
選 思 っ 7 

臣 つ ン /QpKI ト K ト へ 心 昌 喝 で 
H さ ー ロ ギ 民 jp [INJG ロ ー ト ヒビ 
6 上 螺 | 下 給 澤 机 Q つ S で 丸 ” セト で 
KK (・ ロ 込 ) 公 四 孤 つ 媒 四 K て ト 
LINh ゼ 据 つ っ トー トド 選 農 つ p6 
伺 で 刀 色 。 更 明 玉 うじ ゃ 公 I ト で 人 ト 民 
nQ3" 還 べ 呈 DjHAAAG さ K 素 


ーー マル チェ ロ ・ ロ ッ テ ィ WSC 代 表 


< 三川 

SI 

回 征 SO 6 
JUNN Jo 
NII し ん 
'@IKkK 丘 
人 に 人 | +19) 
総 中 日 し て 
SG ぐ GSG トン に K 
UNe 二 きら ハッ UE 
ジ 各 呈し 
GS ご ビ ロロ T 
Sat 還 Os 
本 | 所 Kih 
IR さ @G ト ーー 
団 NVY 6 


へ 人 K 先 ロート つ 徹 K リ ーー トペ ー 
せ へ ふぐ くじ 忌 K 唱 で く で 丸 ” 渦 世 
JJ)G ヽ ふさ ドル 思 務 思 つつ で で 只 屋 G て I ト で く 
ー レ S で 和 りり 交 統 さ 要 7 ドロ ー 
IND ポ KOS 弓 穫 公 玩 N0) 更 ML エレ YO 
NG いや OF て 


ドロ ロホ ー へ 本 へ 評 く 

時 公 堅 む 選 QR 時 さき 下ろ っ や 
必 弓 記 で 判 Ih ト リロ リー リロ 王 犬 堆 握 公 弟 
選 受 の 〇 人 村 つ や ロー く ミ ・ 
ロト ホー へ mAG 了 坦 トロ や K 維 号 " 


NM 


Ram クニ ジン =| 


向け た 審査 に 臨ん だ 。 


は 1 200 23 ト 全 2 


(上 )』 と 同時 ( 


用 で | フィ アッ ト 
取得 ( 


咽 22 年 4 月 ( 


四 明 押 細 和 りき で 尋 TIN で ト 條 て ・ ト で 
ー モ ヒビ の 』 っ) っ Jp 7 て 入 ト ・ や 
H 由 へ 政 計上 慰 到 唱 夫 NeD TAN 
ト ユー 古志 民 G 世 じ ” 率 必 へ トド ー 
K っ JI 上 叱 壮 昌司 還 Koi ト K て 
人 RE 

ト J ト J ウ ユエ い で へ へ 下 で SU 民 明 制 
弓 で 編 時 じ 虹 SNe 握 宿 唱 無 隊 つつ” 
と く で て 詳 相 つり お ロイ IN 私 心 二 
下 忠 避 で 的 SNe 末 S 計 京 つ 6 
4 と で へ 光 祝 つ rm く て HH ミ 
へ 到 さ か へ 装 肌 村 Ne リー ふ ミ で 


7NK 態 貴 憶 記 舞 摘 ぐ で" 司 居 交 
KJ うり 回 屋 10 や KAJ) 公 避 間 STNIN S 
て ト ネ ドー 則 昌 正 つ や ヘー・ ト 

・ や ふ I 必 で ( 局 居 則 人 つ 壮 胴 )、G 記 
可 り 礼 因 ぬ 崇 " 

6 7 NG 配 p 日 A 人 AA む や 中條 
トロ 親 や で ドー 中 ミ ・HA 人 AI1 ト 
さ へ 公記 二 hG 詳 覆 し ふ マ ホロ GS 
く へ 下 ト に Kー て 失 売 剖 人 で ボリ ー ミ 
ふ ド ーA 杏 陣 ” 10H640H6G 古 玉 擬 展 
PHAAA ル SN 間 下 昌 公 必 必 tG 計 喜 
N ロ や KR 公選 0 で で 7 

ト JG 選 や モロ ロホ ホー へ 本 へ 隊 陽 更 選 
氷 共 ” 束 叶 ペーK へ 柱 己 飲 班 0 で hG 
ヒー の 選 障 相 細 員 局 居 ロ 表 衝 Kem on 
く て NAK で NSKNRR 記 2 江 R 軒 
圭 経 茎 背 ) トド K て 約 且 AG) っ ) は NO 
II 上 ・ ド ローIh の OK モー ヘビ の 
 ( 思 )』 公 ” 捉 朱 @ 且 の 〇 ロロ 私 
Y 補 p7 更 Q 刀 8 し 近松 1 HN ト 
ふ ヽ ト キト ー ロ 9 振 妃 S 司 柚 @6 八 くく 装 
RmWeyuoCl SNOhuNmE WI 
[ 師 G で NHSIh く GS 怠 SR 可 約 肌 
中 忌 GINK て や 私 AA 財 鳳 己 
SC ト J ュ J うり し p 心 で つて 昭 / い 7 
JJG ふ さ ト ルポ 押 つ ン 。 .QG ホ ー コ 篤 
料 家 ぶさ GRI ト ロロ ユー 提 箕 つじ 0 
宿 昌 証 H6 で で 3697 も シリ NG く ト 
ドー ドル へ KK っ 区 総 穫 公選 刺 O で KO) 可 
LO ウス tk DSzQIJNy” 胡 組 @G ペー 
K い マー ふ ウ ーーI ト へ 人 トリ ロー 約 編 NG 
器 配 公 琵 尺 で っ うっ" て 県 ・ININ へ 
6 麗 NO っ Nm 押 ン きっ 心 
必 け 者 材 世 GーIh 和 ふし 羽 ン GR ロー 
IN-ー の 人 篤 ペ ー ド K 交 本 KG 46 で SG 
KGS 一 」 


7 リタ 月 月 pprg 有 /g 8P/ ガ 7 5 捕 ( 仮 ) 


034 


2 年 の TCR 2 みか 


で の アト 7 1 


ん 
いい 」 


日 本 で は クラ ウン や レク サス NX に も 搭載 され 
た 、2 ? 直列 4 気筒 の ひ 8AR-FTS 型 を 搭載 。 イ 
ンタ ー ク ー ラ ー も 独自 の 取り 回 し を みせ る 。 


WTCR 


周 の 平均 値 ] で は な く 「 前 2 戦 の 最速 予選 
シク クジ 2 で 中 SEA シク ルク ン e とこ 


の 搭載 ウエ イト を 迅速 に 変更 する こと を 可 
目 了 人 隊 ME 且 al 理 300 り IDOUMIDUESKGNOD 
効果 を 発揮 する か は 今後 の イベ ント を 経て 
の 判断 と な る 。 
戦術 面 の 幅 が も た ら さ れる 

その 手前 の 段階 、 開 幕 前 テス ト で 実施 さ 
れる 基礎 的 な 性 能 調 整 (BopP) の バラ ンス 
や 、 防 疫 対策 に 基づく イベ ント の 延期 や キ 
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・ デ ・ ブ ー ル (Ren@ de Boer) Translation @ 神田 美穂 (Miho Kanda) 


Photo @ LAT/XPB グ IT ログ Porsche 


それ で も 見 え 隠れ する 不安 材料 と は ? 


メル セ デ ス 陣営 の 撤退 を 発端 ( 
CLASS 1 を あき ら め 、 GT3 に スイ ッ チ し て 今年 で 2 年 目 た 
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バー で すぐ ws、 


メル セ デ ス AMG GT3 と アウ ディ R8 LMS GT3 は GT3 マ シン の な 
か で も 人 気 の 高い モデ ル だ 。 し か し 、 両 マシ ン と も に ベー ラフ 車 
両 が すでに モデ ル 未 期 を 迎え て いる 。AMG GT は 後継 モデ ル の 
噂 な ど が 聞こ えて き て いる が 、 ラ イン アッ プ の 電動 化 を 目指 す 
アウ ディ は 、 次 期 R8 を 完全 電動 車 に する 意向 を 明らか に し て い 
る 。 そ うな る と 、 ガ ソリ ン エ ンジ ン を 搭載 する GT3 マ シン は 今 
る こと 、 は な い と で つり の 
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外観 重視 。 Gr:A ス タリ オン の 決定 版 名 


アオ シマ の 1/24 
BEEMAX シ リー ズ と 」 
し て 2019 年 11 月 に リ 
リー ス さ れ た 87 年 JTC 
仕様 の スタ リオ ン 。 フォル ム 
抜群 、 初 心 者 に も オス ス メ の プラ モデ ル 。 


三菱 スタ リオ ン Gr.A 1987 JTC 仕様 
青島 文化 教材 社 1/24 BEEMAX シ リー ズ No.28 旬 絶 版 


Tex 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) 
Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) プ Beemax/SAN-EI 


アオ シマ ング BEEMAX の グル ー プ A ス タリ オン は 1987 年 JTC 仕様 の 中 期 型 。 
特筆 すべ き は タイ ヤ 。 内 側 の 径 が 外側 より も 小さ い 半 円 雛形 (トレ ッ ド 面 
が テー パー 状 ) で 素直 に 組む だ け で ネガ キャ ン が つく 。 こ の 見 た 目 重視 の 
大 胆 な 設計 は 海外 の 新興 メー カー だ か ら こ その 芸当 と いえ る 。 後 輪 の キャ 
ン バ ー 角 も 前 輪 と 同じ と いう と ころ が 欠点 だ が 、 そ こ は 工 夫 次 第 。 直 線 基 
調 で デザ イン され た 実車 の フォ ルム を 忠実 に 再現 し た 傑作 キッ ト だ 。 


K. Takahashi 


し 


K. Takahashi ーー SAN-EI 


床板 と 別 パ ー ツ の 前 後 サ ス や プロ ペラ シャ フ 
ト は 素直 に 組む だ け で 立体 感 あ る 仕上 が り に 。 
2 に 2 ニウス ニニ ンク ソン 
部 を マッ トシ ル バ ー で 塗装 。 


K. Takahashi 
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デーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーー 一 ーーー ニ ーー ーー ーーーーー ーーーー デ ーー 
チ / 


作っ て 愉し お む お 八 コ レー ス 


/ me 
リ ーーー ee 
ョ = 2677 omax 
3 


リヤ バン パー 下 の 冷 却 器 は フィ ン と チュ ー ブ 部 の み 
同社 か ら 発売 され て いる エッ チン グ 製 の ディ テー ル ア 
ッ プ パー ツ に 換装 。 リ ヤ の アイ キャ ッ チ と な る 秀逸 な 
si の sz4U 有 シク ラッ クン 027 ドウ の ララ パー 
素直 に 使っ た 。 
信 後 輪 の キャ ン バ ー は タイ ヤ を 組み 込む 前 に イン 側 の 
ホシ ルレ 内 (信博 0000GlE0 6 HO 
念 付 属 の デカ ー ル は 精度 と 発色 に 優れ た シル クス クリ 
ー ン 製 。 気 を 抜か ず 慎 重 に 貼り 込む こと が 肝心 。 

K. Takahashi 


30sPeeU 二 の 2Mz2 (の SE の) 
カレ ニス バ 代 様 の 2 罰 生 ルル 合 居 
USSSINOS で 2 MeUIO 
仕様 と 並べ て 飾り た い 。 


K. Takahashi 
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クラ ンス ク クリ が 用 見 で あめ 2 こと の か 前 
部 が ガラ 空き で ある と 分 か る 。 ス トロ ー ク 長 
に 合わ せ て エン ジン 高 を 下げ る こと も 可能 !? 


使用 燃料 は P1 レ ー シ ン グ が ベー ス 


力 ー ボ ン ニ ュー トラ ル 燃 料 (CNF) は 、 燃 焼 時 
に は 二酸化 炭素 (C0z) を 排出 する が 、 製 造 
時 に 、 大 気 中 や 工場 排気 な どか ら CO2 を 回 収 す る た め 、 
排出 量 は プラ スマ イナ ス ゼ ロ と な る 。GR86CNF (と 
スバ ル BRZ CNF) が 使う CNF は 、WRC が 2022 年 か 
ら 使用 する P1 レー シン グ ・ フ ュー エル ズ 製 が ベー ス 。 
再生 可能 エネ ルギー を 使っ て 水 を 電気 分 解 し て 水素 を 
生成 し 、 そ の 水素 と 工場 排気 な どか ら 回 収 し た CO2、 
きら に バイ オマ ス 由 来 の 成分 な ど を 混合 ・ 合 成 し 、 製 
人 中 を っ 二 

性 能面 で は 、 市 販 の ハイ オク ガソリン か ら パ ッ と 置 
き 換 え "e や 問題 な ぐ 走 れる よう な 素性 で は ある が 、 耐 
欠 作 や 信頼 性 合 関 過 I@ は 確認 すべ き 課 題 が ある の が 実 
状 遇 肪 二 ボ シー ニ ョ ーー ドラ (CN) の 選択 肢 を 多く 作 
れる よう 、 さ ま ざ ま な 可能 性 を 探っ て いる 段階 で す 。 
CNF は 海外 を 中 選 に 開発 が 進み で いま す が 、 国 内 で 
の 開発 に も 期待 大 馬 な が ら J り 早 WCN 実 現に 向け 
て 取り 組ん で いき ま 縛 (藤原 氏 ) 


rankoor 還 ノ 


製造 時 に CO2 を 回 収 し て 燃焼 時 の CO2 排 出 と 相殺 する CNF。 法 
令 で 着色 が 義務 付け られ た ガソリン と 違い 赤く な く 無 色 透 明 。 
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ヨタ 自動 車 7 
Racing が 走ら せる 4 
2 回 宛 ラ 欄 、1ー ボ ポン ョ ー 
ル の 選択 肢 を 増やす | 狙い で 開 
られ て いる 。 初 お 目 見 え は 2021 年 


の ん 


ー バ ー 耐 久 シ リー ズ 第 3 戦 宮 士 24 時 間 。 


(5 月 22 日 一 23 日 決勝 ) だ っ た 。 

エン ジン は GR ヤリ ス が 搭載 する 
G16E-GTS 型 、1.6 2 直列 3 気筒 直 串 ター ボ が 
ベー ス 。 こ れ を カロ ー ラ ・ ス ポー ツ に 移植 し た 
の だ が 、 変 更 点 は それ だ け で は な い 。GR- 
FOUR と 呼ぶ 電子 制御 4WD シ ステ ム を 含め ド 
ライ ブ ト レイ ン は GR ヤリ ス 譲 り だ し 、 リ ヤ サ 
スペ ンション は オリ ジ ナ ル の トー ショ ン ビ ー ム 
式 で は な く ダ ブル ウィ ッシュ ボー ン 式 に 変更 さ 
れ て いる 。 カ ロー ラ ・ ス ポー ツ の 姿 形 を し て 
いる が 、“ 中 身 ” は GR ヤリ ス と ほぼ 同等 だ 。 4 
月 に アメ リカ で デビ ュー し 、 今 年 後半 に 日 本 で 
の 発売 が 予定 され て いる GR カロ ー ラ を 先取 り 
し た 内 容 で ある 。 

参戦 車両 を GR ヤリ ス で は な く カ ロー ラ ・ ス 
ポー ツ と し た の は 、 ほ と ん ど 高 圧 水素 タン ク を 
搭載 する スペ ー ス を 確保 する た め だ っ た と いっ 
て いい 。 水素 エン ジン カロ ー ラ は その 通称 名 が 
示す と お り 、 ガ ソリ ン の 代わ り に 水素 を 燃焼 さ 
せ て 走る 。 水 素 は 気体 の 状態 で た くさ ん 搭載 す 
る た め 、70MPa (700 気 圧 ) の 高圧 の 状態 で 
タン ク に 充填 する 。 

後 席 ス ペー ス を 占拠 する 水素 タン ク は 、 人 燃料 
電池 車 MIRAI で 使っ て いる も の を 転用 。MIRAI 
は 大 、 中 、 小 3 タイ プ 3 本 の タン ク を 搭載 し て 
いる が 、 水 素 エ ンジ ンカ ロー ラ は この うち 中 サ 
イズ を 2 本 と 、 中 サイ ズ を ベー ス に 短く し た タ 
ンク を 2 本 の 計 4 本 を 搭載 する 。 総 容積 は 180 
2 

走ら な いこ と に は 開発 に つなが ら な い の で 、 
参戦 当初 は 信頼 性 を 最 優先 と し な が ら 、「 ガ ソ 
リン エン ジン 普 み の 出力 に 到達 する こと 」 を 目 
標 と し た 。GR ヤ リス の 最高 出力 で ある 200kW 
(272ps) が 当面 の 目標 だ っ た 。 

[試行 錯誤 し な が ら で は あり まし た が 、 最 終戦 
の 岡山 で は ガソリン の 出力 を 上 回 る か た ち 、 
304 馬力 まで 到達 する こと が で きま し た 」 と 、 


* 


開発 責任 者 の 坂本 尚之 氏 は 説明 する 。 ト ヨタ の 
発表 に よれ ば 、 水 素 エ ンジ ンカ ロー ラ は 2021 
年 シー ズン 中 に 出力 で 24 %、 ト ルク で 33% の 
向上 を 果たし た と いう 。304 馬 力 (224kW) は 
IGR ヤリ ス か ら 進 化 を 遂げ けた] GR カロ ー ラ の 
最高 出力 と 同じ だ 。 

出力 アッ プ に あたっ て の 最大 の 課題 は プレ イ 
グ ニ ッ ショ ン で ある 。 水素 の 着火 エネ ルギー は 
ガソリン に 比べ て は る か に 小さ い 。 言い 換え る 
と 火 が つき や すく 、 数 字 に する と 
13 倍 程度 と な る 。 熱 効率 の 向上 
に つなが る リー ン 燃 焼 に つい て 高 
い ポ テン シャ ル を 持っ て いる こと 
に も な る の だ が 、 そ れ が 仙 に な る 
場面 も ある わけ で 、 そ れ が プレ イ 
婦 志 ツク ョ ンジ と いう わけ だ 。 アレ 
イグ は 点火 プラ グ で 着火 する 前 に 
勝手 に 火 が つい て し まい 、 最 悪 の 場合 、 エ ンジ 
ン を 破壊 し て し まう 。 
| 異常 交 焼 の プレ イグ を どう マネ ジメント する 
か が 、 大 き な カ ギ で す 。 異常 燃焼 を 出さ ず に 出 
力 を 出す こと に は 第 5 戦 鈴鹿 (9 月 19 日 決勝) 
で 到達 で きま し た 。 燃 を た くさ ん 噴 け ば 出力 
は 出る の で す が 、 そ うす る と 異常 燃焼 が 起き や 
すい 。 水素 を 噴射 する イン ジェ クタ ー の 角度 や 
噴射 期間 を 吟味 し な が ら 、 少 し ずつ 出力 を 上 げ 
補選 き まし た 」 

筒 内 で 噴射 し た 水素 が 熱 を 持っ た 排気 バル ブ 
に 触れ る と プレ イグ を 誘発 する た め 、 そ うし た 
ホッ トス ポッ ト を 店 ける よう 、 噴 射 の 向き な ど 
を 工夫 し な が ら の 噴射 量 を 増やし て いっ た と い 
うこ と だ 。 次 の テー マ は 航続 距離 の 向上 で ある 。 
「 昨 年 の 鈴鹿 (全長 5.807km) で は (一 充填 あ 
た り ) 8 周 程 度 で し た 。 今 年 3 月 に 鈴鹿 で 行 な 
っ た テス ト で は 10 周 程度 まで 延び す こと が で 


開幕 戦 に 向け た 鈴鹿 テス ト で は それ まで の 8 周 か ら 10 周 に 航続 距離 を 伸ばす こと に 成功 し 
た ORC ROOKIE Corolla H2 concept (佐々 木 雅弘 プ MORIZO ノ 石浦 宏 明 小 倉 康宏 )。 


き て いま す 。 ざ っ と 20% は 航続 距離 を 延ばし 
て いま す 」 

航続 距離 は 、 高 圧 水素 タン ク に 気体 の 水素 を 
貯 茂 し て いる が ゆえ の 課題 だ 。 満 タン の 状態 で 
は 高い 圧力 を 保っ た まま 人 筒 内 に 噴射 で きる が 、 
水素 を 消費 する に 従っ て タン ク 内 の 圧力 は 下 が 
り 、 噴 射 圧 も 低く な っ て し まう 。 噴射 圧 が 低く 
な る と 出力 を 出す の が 難し く な る た め 、 タ ンク 
に 水素 が 残っ て いて も 圧力 を 回 復 す る た め に 再 


着火 性 は ガソリン の 13 倍 
潜在 力 と 弱点 が そこ に 同居 する 
さら に 貯蔵 密度 向上 を 狙う 液化 


充填 が 必要 に な る 。 航続 距離 を 延び すこ と が で 
きた の は 、 タ ンク の 残 圧 が 低く な っ て も 出力 を 
出す 工夫 を 重ね た か ら だ 。 

役 入 の タダ タイミング に 関す る 言及 は な か っ た が 、 
さら に 次 の ステ ッ プ と し て 液体 水素 に トラ イ す 
る 。 気体 か ら 液体 に すれ ば エネ ルギー 密度 は 飛 
躍 的 に 向上 する た め 、 こ れ ま で より 小さ な 体積 
で 多く の 水素 を 搭載 する こと が で き 、 一 充填 あ 
た り の 航続 距離 を 延び すこ と が で きる 。 た だ し 
課題 は あり 、 液 体 で 貯蔵 し て お く た め に は タン 
ク 内 を マイ ナス 253"C に 保つ 必要 が ある 。 そ の 
極 低 温 の 水素 を 、 ど う や っ て 外気 に 触れ な いよ 
うに 充填 し 、 ど う や っ て 圧力 を 上 げ 、 ど の よう 
な 温度 で 高温 の シリ ンダ ー に 噴い て いく の か も 
検証 が 必要 。 

[わからない こと だ ら け て で 課題 は いっ ぱい 」 だ 
けど 、 ひ と つ ず つ 解 決する こと で 未来 に つなが 
る チャ レン ジ が 続い て いる 。 
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っ て 発表 され た ケン ・ ブ ロッ ク の 参戦 だ ろう 。2017 年 に "クラ 
イム カー ナ " と 称し て お な じみ の ビデ オ を 制作 し 、1400PS を 発 
生 す る メタ ノー ル ・ ツ イン ター ボ を 搭載 し た 1965 年 式 フ ォ ー ド 
・ マ スタ ング を ドラ イブ し た 男 は 、 新 た に BBi Autosport と 
Hoonigan Racing Division の 共同 開発 に より 、 同じ く 1400PS を 
誇る 4WD の ポル シェ SVRSR、 そ の 名 も 『Hoonipigasus』 を 製 
作 。1971 年 の ポル シェ 917/20“ ピ ンク ・ ピ ッ グ "に 敬意 を 表し 
た カラ ー リ ング で エン トリ ー す る 。 ま た 、Time Attack1 部 門 に 
は 、 ニ コラ ・ ラ ピエ ー ル も アル ピー ヌ A110GT4 で 参戦 予定 だ 。 


再生 可能 レー シン ク ・ フ ュー エル で の 高地 対応 


ー 」 


= っ > ちら も 標準 GT3 用 と な る 4.0 2! の V8 ツ イン ター ボ を 
て ベース と し た エン ジン は 、98RON の 再生 可能 レー 
シン グフ ュー エル で 作動 する よう 、 カ ン ブ リ ア に 拠点 を 置 
く M-Sport の エン ジン ダイ ノ 上 で 、 入 念 な ベン チ テ スト が 
繰り 返さ れ た 。 

この バイ オ 燃 料 は 、 モ ー タ ー ス ポー ツ に 対応 すべ く 特 別 
設計 され た 専用 ブ プレ ンド 品 と な り 、 温 室 効果 ガス 排出 量 を 
最大 85% 削 減 す る 『eFuel』 へ の 、 将 来 的 な 足掛かり と な 
る こと が 期待 され て いる 。 

その 特別 燃料 か ら 最大 出力 750bhp ( 約 760PS )、 最 大 
トル ク 1000Nm 以 上 を 発生 させ る た め 、 追 加 ブ ー ス ト 圧 は 
2.2bar 以 上 と な り 、 ピ スト ン と コン ロッ ド は 強化 品 に 置き 
換え られ た 。 同様 に カー ボン ファ イ バ ー 製 の イン テー クマ 
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近藤 軸 

NK Racing 
今年 は 新型 カッ 
プ カ ー の ドラ イ 
ビ ピン グ を 楽し み 
な が ら 戦 っ て い 
きだ いで す 。 そ 
れ で 期待 に 応え 
られ る 結果 を 残 


せれ ば 最高 で す 。 


小河 諫 

BINGO RACING 
ニュ ー カ ッ プ カ 
ー の 限界 を 引き 
出し 、 各 サー キ 
ッ ト で コー スレ 
コー ド を 記録 し 
だ YS すま 。 を 選 
て 、 王 者 獲得 を 
目指 し ます 。 


2022 PCCJ 万 S / 777e 0 の 


澤 龍之介 

PORSCHE JAPAN 
上 骨 % プ カー 
に 慣れ て 、 き ち 
ん と 操れる よう 
に な り 、 小 河 選 
手 、 近 藤 選 手 を * 
倒し て 、 表 彰 台 


武井 真司 


BINGO RACING 


國 浜崎 大 
Masaru HAMASAKI 


の 真ん中 に 立ち 
PA いで す 。 


IKARI 


Bionic Jack Racing 


プロ クラ ス は 、 チ ャ ン ピ オ ン 獲 得 経 験 
の ある 近藤 と 小河 に 、 新 人 の 澤 が どの 


3 年 ぶり の 参戦 
な の で 、 ま ず は 
レー ス 勘 を 取り 
戻し て 継続 参戦 
し じ そ で いる ぶた り 
に 負け な いよ う 
に 頑張 っ て いき 


2 い 選 上 思い ま す 。 画 


リル トム 】 


CASA MINGO 


TEAM RIGHTWAY 


楽し みな が ら 走 
る こと が で き て 
いる の で 、PCCJ 
に 参戦 し て 本 当 


に 良かっ た で す 。 


今年 は 色々 な こ 
と を 学び た いと 
思っ て いま す 。 


今年 も 安全 第 一 、 
マシ ン を 壊さ な 
いよ うに 業 し み 
な が ら シ ー ズ ン 
を 戦っ て いき ま 
す 。 ライバル に 
人 ゆな か いよ うに 
頑張 り ま す 。 


ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


IKEDA 


Team KRM 
今年 初 参 戦 で す 
が 、 シ ー ズ ン の 
どこ か で 必ず 表 
彰 台 に 上 が れる 
よう に 頑張 り ま 
す 。 そ の た め に 
も 練習 を 積み 重 
て いき ます 。 


ヌ 


1-> 


ーー 
co 
PT の Cs で 


武井 選手 、 浜 崎 
選手 と も 速い ド 
ライ バー な の で 、 
負け な いよ うに と 
シー ズン を 通じ 
て 努力 を 積み 重 
槍 て いき た いと 
0N ま ま っ 


Li 
ascJR 


還 軸 


MOTOKI TAKAMI 


Rn-SDOrts 
カッ プ カ ー に 慣 
れる こと が 大 切 
な の で 、 練 習 を 
積み 重ね て いま 
す 。 そ の 結果 と 
し て 、 王 座 を 獲 
得 で きる よう に 
頑張 り ま す 。 


(上 ) プ ロク ラス は 近藤 と 小 
河 が と も に 2 勝 中 。( 中 ) プ 
ロア マク ラス は IKARI が 2 
勝 、 武 井 と 浜崎 が 各 1 勝 。 
( 下 ) ア マク ラス は MOTOKI 
TAKAMI が 4 連勝 中 。 


rrA KenRyu 


911Service 
目標 の PCCJ 参 
戦 を 実現 で き 、 
ッ ク タッ ルク し で て ゆめ 
ます 。 初 年 度 は 、 笠 の 
カッ ププ カー の ド 
ライ ビン グ を 楽 間 
し みな が ら 戦 っ 』 
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よう な 戦い を 挑む か に 注目 し た い 。 


プロ アマ クラ ス は 3 年 ぶり の PCCJ 参 戦 
と な っ た 武井 、 継 続 参 戦中 の 浜崎 、 


IKARI が 好 バ トル を 展開 し て いる 。 


春山 次 男 


BINGO RACING 


長嶋 重 登 


Team KRM 


BANKCY 


BINGO RACING 


23| 滝澤 針 幸 


911Service 


今年 PCCJ 初 参戦 の MOTOKI TAKAMI 
は 開幕 戦 か ら ア マク ラス で 4 連勝 中 。 
その 速 さ は プロ アマ クラ ス を 凌 芳 する 。 


攻 信 大 ア マラ 
スネ スラン キ ング 3 
位 を 獲得 し まし 
た が 、 今 年 は 参 
戦 ド ライ バー ラ 
イン アッ プ も 変 
わっ た の で 、 さ ら 
に 頑張 り ま す 。 


ご に か く シ ジー ズ 
ン 全 戦 を 無事 に 
完走 し た いと 思 
いま す 。 ポ ル シ 
ェ が 大 好き な の 
で 、 年齢 を 忘れ 
て 思い ゅ きり 美 


し みた いで すね 。 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー に ニニ ニニ ニニ ニニ ニー 


着 し く な か つた カカ 
ッ プ カー を 早く 
乗り こなせ る よ 
う 人 所 な 上 。 ダ 昌 
アマ クラ ス が 見 
える 位置 まで 行 
ける よう に 頑張 
っ て いき ます 』。 


PCCJ 初 参戦 な 
の で 、 ま ず は 輸 
囲 気 に 慣れ て マ 
ジン を コン トド ト 月 
デー ルル で きる よう 
紀夫 表 し て いき 、 
良い 結果 を 残せ 
れ ば 嬉し いで す 』 


ROUND2 OkAYAMA 4 月 17 日 (日 ) 晴れ ・ ド ライ 
e ベストラップ : 1 近藤 翼 1'29'161 (4/15) 


WE 


ROUND1 OkAYAMA 4 月 16 日 ( 土 ) 晴れ ・ ド ライ 
@ ベス トラ ッ プ : 60 小河 計 1.30"034 (6/15) 


WE 


Pos No. 2 Driver Car Name Lap Time Pos No. 0 Driver Car Name Lap Time 

1 60 P-1 小河 SHOWAAUTO with BIN60 RACING 15 22'43"680 1 1 P-1 近藤 細 NIHON KIZAI PORSCHE 15 22'32"734 
2 1 P-2 近藤 細 NIHON KIZAI PORSCHE 15 22'43"907 2 60 P-2 小河 SHOWAAUTO with BIN60 RACING 15 22'35"519 
3 91 P-3 澤 龍 之 介 PorscheJapanJunior Programme 15 22'47"237 3 91 P-3 澤 龍 之 介 PorscheJapanJunior Programme 15 22'47"611 


4 7 P-4 山田 遼 HYPER WATER Racing Team 15 2248"221 
5 78 PA-1 1IKARI BJR PORSCHE I5 23057/] 


6 77 PA-2 浜崎 大 VOING with VENTILER 15 2306"275 
7 10 A-1 MOTOKITAKAMI 47TRADING with Rn-sports 15 2306"795 


4 7 P-4 山田 遼 HYPER WATER Racing Team 15 2247'709 
5 9 PA-1 武井 真司 BINGORACING 15 2310"104 


6 77 PA-2 浜崎 大 VOING with VENTILER 15 2818468 
7 10 A-1 MOTOKITAKAMI 47TRADING with Rn-sports 15 2314'926 


8 98 PA-3 1IKARI BJR PORSCHE 15 23'15"573 8 9 PA-3 武井 真司 "BINGORACING 15 23'18"789 
9 63 A-2 長嶋 重 登 TUCGROUP & TeamKRM 15 23'34"225 9 63 A-2 長嶋 重 登 TUCGROUP & TeamKRM 15 23'21"635 
10 23 A-3 滝澤 智幸 FachAutoTech 15 23'52"130 10 66 A-3 BANKCY BINGO RACING 15 23'37"227 
11 66 A-4 BANKCY BINGORACING 15 23'52"337 11 23 A-4 滝澤 智幸 FachAutoTech 15 23'48"637 
12 5 A-5 CASAMINGO 洋菓子 店 カサ ミン ゴー 15 23'52"592 12 5 A-5 CASAMINGO 洋菓子 店 カサ ミン ゴー 15 23'52"130 
13 17 A-6 KenRyu Fach Auto Tech 14 23'18"845 13 17 A-6 KenRyu Fach Auto Tech 14 22'47"750 
14 51 A-7 春山 次 男 BINGORACING 14 23'37"905 14 51 A-7 春山 次 男 BINGORACING 14 23'31"816 
ROUND3 FUJI 5 月 3 日 ( 火 ・ 祝 ) 晴れ ・ ド ライ ROUND4 Mobil 1 Challenge FUJI 5 月 4 日 ( 水 ・ 祝 ) 晴れ ・ ド ライ 


@ ベス トラ ッ プ : 1 近藤 細 1.40'263 (3/15) 
(las 


@ ベス トラ ッ プ : 91 澤 龍 之 介 1.40"762 (8/15) 


Pos No. Css- Driver 


Pos No. Do Driver Car Name Lap 6 Car Name Lap Time 

1 1 P-1 近藤 NIHON KIZAI PORSCHE 司 251/77) 1 60 P-1 小河 訪 SHOWAAUTO wth BINGO RACING 15 25'17"456 
2 91 P-2 澤 龍 之 介 PorscheJapanJunior Programme 15 25'18"025 2 1 P-2 近藤 連 NIHON KIZAI PORSCHE 15 2518 651 
3 60 P-3 小河 請 SHOWAAUTO wth BIN6GO RACING 15 25720"192 3 91 P-3 澤 龍 之 介 PorscheJapan Junior Programme 15 25'21"931 
4 98 PA-1 1IKARI BJR PORSCHE 15 2548"078 4 10 A-1 MOTOKITAKAMI 47TRADING with Rn-sports 15 2546"668 


5 77 PA-2 浜崎 大 VOING with VENTILER 15 2548"419 5 77 PA-1 浜崎 大 VOING with VENTILER 25.48 979 


6 10 A-1 MOTOKITAKAMI 47TRADING with Rn-sports 15 2548'733 6 98 PA-2 1IKARI BJR PORSCHE 15 2554"702 
7 5 A-2 CASAMINGO 洋菓子 店 カサ ミン ゴー 15 2607 250 7 63 A-2 長嶋 重 登 TUCGROUP & TeamKRM 15 2603"224 
8 23 A-3 滝澤 智幸 _FachAutoTech 15 _26 2 316 8 66 A-3 BANKCY _ BINGO RACING 15 2606"120 
7 17 A-4 KenRyu Fach Auto 「ech 15 _26 26 315 9 5 A-4 CASAMINGO 洋菓子 店 カサ ミン ゴー 15 _2612'055 
10 51 A-5 春山 次 男 BINGORACING 15 26497 112 10 23 A-5 滝澤 因 幸 FachAutoTech 26 2 599 
11 7 A-6 IKEDA HYPER WATER Racing Team 14 2523"440 11 7 A-6 IKEDA HYPER WATER Racing Team 15 2617"194 
12 63 A-7 長嶋 重 登 TUCGROUP & TeamKRM 14 25'24"448 12 17 A-7 KenRyu Fach Auto Tech 15 2632"078 
13 66 A-8 BANKCY _ BINGO RACING 14 25'43"822 13 51 A-8 春山 次 男 _BINGORACING 15 26'45"148 


P ニ プロ クラ ス 、 PA ニプロ アマ クラ ス 、A テ アマ クラ ス 


081 auMtOSDOFt ポル シェ カレ ラ カ ッ プ ジ ャ パン (POCJ) 事 務 局 な 0465-80-3808 


2 位 以下 は 混戦 と な っ て いる アマ クラ 
ス は 、 連 勝 中 の MOTOKI TAKAMI を 誰 
が スト ッ プ させ る の か 注目 され る 。 


プロ クラ スポ ボイン トラ ン キ ング 
Pos _ No. Driver Pts 
1 1 近藤 連 90 
2 60 小河 諫 87 
9 91 澤 龍 之 介 7 1 
4 7 山田 遼 28 


プロ アマ クラ スポ ボイン トラ ン キ ング 


1 98 IKARI 87 
2 77 浜崎 大 85 
3 9 武井 真司 42 

アマ クラ スポ ボイン トラ ン キ ング 

_Pos Neo.Drver 。 Ps 
1 10 MOTOKI TAKAMI 100 
2 63 長嶋 重 登 69 
23 滝澤 智幸 60 
4 5 CASA MINGO 58 
5 66 BANKCY 56 
6 17 KenRyu 43 
7 51 春山 次 男 38 
8 7 IKEDA 20 

※ 第 4 戦 終了 時 点 


9 所 評 MM 9 廊 廊 2 
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auto sport 


Photo @ 平田 勝 (Masaru Hirata) ノ 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 田村 翔 (Sho Tamura) 


に 粒 人 2022 Rd.2(SW) [気温 16C/ 路 温 23C] 
ヒーー」 | に) | 三 | "= 
富士 の 予選 Q1 最 高速 = ミニ ーー 2021 Rd.2(SW) [気温 16C ノ 路 温 24C] 


286 288 290 292 P4S と 1 296 
No. Cgr 


0. 、 274. 278MWl (UI 


人 aa ーー mi | 


| 
DENSO KOBELCO SARD GR Supra 


KeePer TOM S GR Supra 
au TOM S GR Supra | 


ZENT CERUMO GR Supra 


回 CRAFTSPORTS MOTUL Z as 4 0692mn (12kg) 


288.770kmn kg | 


ARTA NSX-GT 0 議 王 EEC20PE 皇 SEM 291.692kmh (2kg) 


jl 797 683km 川 (8km) 


ENEOS X PRIME GR Supra 


MOTUL AUTECH Z 孤 還 王 ニ ニー 291.692kmh (22kg) 


FT 


| 


衣 蘭 Voduo NSXGT 1 291.692km (0ka) 


289.544km/h kg) 


le Red Bull MOTUL MUGEN NSX-GT ーー 生ま 291.105kmh 則 和 | 


ii 7]km/h (OK 


カレ ニッ IMPUL | 


トー / 


293j476km)h (2kg) 


STANLEY NSX-GT EE EE 29l. 323kmh (30Ka) 


270.323km(ekW 


WedsSport ADVAN GR Supra 


回 で の 語 計 還 還 還 還 較 較 286.000mh (kg 


273.476k 


| タル |EEEZZ 乳 福 昨季 か ら 唯 一 伸ばし た Z 


2021 Rd.2Q1 MaxSpeed (Gap) 2022 Rd.2Q1 MaxSpeed_(Gap) 変化 値 


1 年 前 は 号車 別 で トッ プ 5 を 占め 、 車 種別 平均 729 7I3kmh Z94.778km 


で も ライ バル に 対し て 3 km/h 以 上 速かっ た GR 


スー プラ の 最高 速 。 し か し 、 ダ ウン フォ ー ス 重 273.470kmi ca 隊 放 生 274.270kmi 0U00kmf 
視 へ と 能 を 切っ た 22 年 仕様 は 2 km/h 超 落と す 軸 還 較 AA 7 コウ AN iii 
0 と も と ダウ ン フ ォ ー ス マシ 7。 793.478km (3.225kmh 291.892km (2386kmh と 』 UN ゃ っ 


NSX も 、22 年 仕様 は さら に ダウ ン フ ォ ー ス を 


2021 Rd.2Q1 Average (Gap) 2022 Rd.2Q1 Average (Gap) 変化 値 - 内 


増やす 方 向 。 GT-R か ら の ドラ ッ ク グ 低 減 を 果 た " も ーーーーー ニ ーーー テー デー デーー テ ニート デ ェ デン ーーーーー ーー ーーーーーーー ーーー 一 ーーー > 
し た Z だ けが 、 今 季 へ の 変化 値 で 最高 速 を 伸 ば 294 56Ukmh 202 7297 


し た 。 な お 、PP の 19 号 車 の Q2 は 288.770km/h 


で 最 下 位 タイ 。 予 選 2 番手 の 24 号 車 は 291.892 291.311Km 32 店 | 2 797.096kmi に 020TKm FU 799kmh 
NM cb な いと im 291.770Kmh 3 活 290.642kmh rs =0.020kml 


083 autosport 


90Pf 7 放 M9 8 MOM2 肪 廊 打 45 の 月 訂 5 月 3 マ 4 日 SUEPER,CGWT INEWS 


AVN4 ル た YS/S 


| も に NN 
位 に 沈ん だ が 、 PP を 獲 
得 し た 19 号 車 。02 の セ 


クタ ー タ イム を 見 る と 、 

人 ペ S1 は 6 番手 だ っ た の に 
答 Ih 対し 、S2 と S3 で トッ プ 。 

格 ダウ ン フ ォ ー ス 強め の 


セッ ティ ング で 、 冨士 
の 予選 を 制 し た 。 


Z が 肉薄 、NSX 陥 落 
それ で も 揺るが な い 
GR スー プラ の 優位 性 


/l21 | Rd.2 (気温 16 て / 路 温 24 で C) 7027 | Rd.2 (気温 16 て / 路 温 23 で C) 


Q1 Average Q1 Average 


SeCIOr | 陣 議 21'649 國 編 時 21"761 

エン ドス ピー ド ま で の 伸び と そこ か ら の プレ ー キ ング で 四 NS6 間 21953 rw | 0 細 21"822 ra 
決ま る と 言っ て も 過言 で は な い セ クタ ー 1 。GR ス ー プ 画 還 還 還 是 oonnqo レレ 豆 還 還 還 曲 oomaFno 
ラ の 優位 性 は 変わ ら わな い が 、 昨 季 か ら 唯 一 最高 速 を 伸 ば 症 間 | 27013 jmw ES 22159 nw 
関 明和 0220002 人 ii の 証 007 証 2 時 は 訂 語 iR の 靖 因 .G1 &Q2BestTime SSoSoS5SoS5S565{565%5%t や bh〔 ぞ 〔〕q{ イ qH イ qu. は Q1&Q2BestTime _ 
GT-R と ほぼ 同等 だ っ た NSX は 、 ダ ウン フォ ー ス を 活か 駒 RSm 21'657 (#37/Q2) 語 RSm 71'561 (#37/Q1) 

し て プレ ー キ ング ポイ ント を 奥 に と る セッ ティ ング で 2 可 還 還 還 還 ann7o 5 77... ーー 
竹 に 位置 し て いた が 、 そ の 義 を Z に を われ 、 ト ッ プ 。 還 旧 217662 coo rr2n ゆ 還 還 間 217716 ec rrt5 


の 差 も 広がっ て いる 。 や は り 最 高速 の 影響 は 大 きい か 。 。6HR 7] 7 (#23/Q1) +0"245 _NSX6T 7] 829 (#100/Q1) +0"268 


S.「amura 


Gert 0O「 / Q1 Average Q1 Average 
Ws 請 明 26936 世 上 馬 明 26717 
ヘア ピン が ある も の の 、 そ の 手前 の 100R、 そ の 後 の 還 語 理 26'956 rr020 | 2 細 26754 rm037 
300R と いう 高速 コー ナー が 占め る 割合 が 多い セク ター 2 。 功 還 還 還 還 男 ” ムロ naao ')5 0.. mW 男 ))oonara )5b ト 1011. 
セオ リー で いけ ば ダウ ン フ ォ ー ス マシ ン が 得意 と する は le 27023 rr MX 27048 nm 


ず で 、 昨 季 は GT-R と NSX が GR スー プラ に 最も 迫っ た Qt1&Q2BestTme _ 。 。 gt&o2BestTme = 1 
区 間 だ っ た 。 し か し 、 今 季 は GR スー プラ の ダウ ン フ ォ -6RSumre 76 34 fe/G2) 6RSumre 76 |/ reoo) 

ー ス が 増し た こと も あり トッ プ を 死守 。 車 種別 平均 で 僅 、 軸 WWW 還 画 ム 7nzaoo  ')1)151610 0 0 0... 引 請 請 請 講 27" ビ 4F 。。  、  。。、 
の 半 本 の の 252 _NSX-6T 76 6// soz) 1+07188 _ NSX-6T 276 15 es/o2 107198 


NSX が ここ で タイ ム を 詰め られ な か っ た の は 気 掛か り だ 。 還 語 還 國 26'660 so 10226 且 26'530 eo 07213 


Gert 0O『 3 Q1 Average Q1 Average 
5 昌  38"376 2 38197 
昨季 、 セ クタ ー 3 で 突出 し て 速かっ た の が 8 号車 。 そ の Ng 30543 10 | Ci 39"376 。 1 
理由 を 「 他 車 と は 違う ボトム スピ ー ド を 高め る 走ら せ 方 」 請 還 還 庫 譲 " annnm7o ぞ .,. 還 還 題 = ム onz4 相 0. 
と 語っ て いた 。 うま の 8 号 キ Nsx 基 トッ プ で タ ィ ム 還 還 較 36762 rsw sm 38417 rrzm 
アッ プ も し て いる が 、GR ス ー プ ラ と Z は それ を さら に Q1 & Q2 Best Time Q1 & Q2 Best Time 


上 まわ っ た 。 低速 コー ナー 主体 と は いえ 、 ス トレ ー ト 区 還 N5 二 較 98 U15 esoz 馬 RSW 紀 37 60]1 eszZoy 
記し ご に 5 ジロ 2 フー ロン ラン シン 還 や PP 〒 8 
際 PL に ーー ンジ SW 8 "193 ee 19 n 上 v 司 還 37"682 の wm 002 eo の +001 
39 号 車 を 除い た 5 台 の 平均 タイ ム は 37 秒 999 だ っ た 。 _ FR 30 /79 Gezso2) +07214 _NSX-6T 37 930 8Q2) +0"135 


と 回 に 2 ン 味 が に は | か 季 が た 的 イ れ A ト は る り を プ 連 ォ コ は 簡 呈 イ ポ ボド 『 ド と 
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る 結 わ | を し くい 季 仕 は 攻 び だ は は 発 上 T けし な こ ク つ 重 る スナ 高 な だ そ ジ 最 | 位 に 一 れ 
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autoSspOrt 084 


| T.Moriyama 


> CC 。 | 朋 デ 
ーー 0 ee 午 - 


| 分 析 | 
ら 7 ヨ ロロ の 
Text @ 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) 交 費 は 3 車 、 横 一 線 か H 


Fuel Efficiency Average J SPORT の 中 継 で 提示 され た 「 ピ ッ ト に 入 


5 っ て か ら 出 る まで の 時 間 」 を 第 1 ステ ィ ン ト 

語 請 昌義 を 算 H。 た だ し 、 打 

mm 。。。。。,。 際 の 給油 時 間 で は な く 、 満 タン スタ ー ト で 満 

4 /.393/ タン 給油 と いう 仮想 の 条件 で も ある た め あ く 

話 。 。 まで 参考 値 と な る 。 そ の 上 で 、 ピ ッ ト を 先 延 

0 

NSXe6 7.495/ は し に し た ほう が ビッ ト 時 間 を 稼げ る 傾向 に 

還 語 語 語 語 計 計 3 ああ る こと が 分 か っ た 。 ス ティ ン に の 王 才 及 | 

Long Run Average ム が 速 けれ ば 燃費 は 悪く な る 方 向 だ が 、 車種 

RSwmre 130'673 別 平均 で は 燃費 率 も 平均 タイ ム も GR スー プ 

ラ が トッ プ に 。 こ れ ま で 燃費 は NSX が 抜き 

の 作 出 て いた が 、 今季 は 3 車 同等 の 状況 に ある の 
1JU 740 0 
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の ご で ご 汰 ころ 


崎 陣 中 壮 其 古 ご み 情 対 計 圧 闘 


OX ご 和音 (YOX て 洛 


に 生 の 0 T た 出 R タク 人 計 財 0 「、 
| 々 の ス 鹿 し "| R いか く ス は T 印 注 大 洲 自記 】 目 | 0Mb 束 仙 生 人 
ム で ポ 優 ] た 久 ム を 優 な 周 4 予 , 覧 目 会 乱 いた NSX の 燃費 率 は 2.34926( に な る 
け 上 ィ を 0 由 ぷ し し ず を 上 上 の チ が な Pos No Pit in to out Lap 燃費 率 MA 
0 G た 本 還 124'423 43 19439 ーー 
な な て お て 1 0 い N 2 タ ラ U 3 | 2 証 唱 | 127"232 4 21282 131"239 
で ん た 了 て い 」 9 め X ツ 的 了 0 上 0 1 3 還 29 還 114592 35 21312 130"809 
内 央 年 了 た の 遇 る の ラ 還 2 T 4 _19 127"565 41 21367 130'3 
で が 12 0 和 の 1 な の こ せ た ィ と で 2 5 8 117'512 36 71537 130'487 
2 あ 年 0 6 を 表 G っ 進 | “| は 戦 = = 
間 E _- 6 国 M 還 122953 37 2.7427 131134 
また し シト 
せ し けり 6 仙人 が た ジ 9 が な 19 か し し の 還 目 5 32 2006 90 
うり) マナ ャ 
を し は ラ さ り 。2 て て で うさ は の は 水 oe 
いく を すま 秀 ん ちち 2 まく 574? 1 PT % 287 RT 
を する を たん いこ た ニン 
15 証 加 人 110'841 23 3.080% 131'489 


【 


58 周 目 は 4 番手 を 走行 。 そ の 後 、 前 走 の 3 号車 が クラ ッ 
シュ 、39 号 車 に 赤旗 中 の 作業 違反 、37 号 車 に 他 車 へ の 接 
触 行為 に よる 40 秒 加算 の ペナ ル テ ィ が あり 、 繰り 上 げ で 
8 号車 が 優勝 、36 号 車 が 2 位 、12 号 車 が 3 位 に 。 結 果 的 
に 開幕 戦 に 引き 続き 3 車 が 表彰 台 登 壇 と な っ た 。 


第 2 戦 富 士 の レー スレ ポー ト は 
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ふつ や っ)0、 ぐ で 惨 共和 ) 久 つ 


Text ⑱ 填 葉 旧 恨 斑 (Hiroki Kamisakamoto ヽ 性 如 ) 


「 政 公 で 刀 じ セ %” 葵 叩 (重量 叫 ) 
SNIhN ト で に K 尽 べ 抽 択 つ 選 で 刀 お 3 り 7 
全日 公会 パ ン 近 民 レ ン S て ビバ 
で ヾ ヘー 公 揚 で KG っ JJ し 来 べ で ビレ 
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旭 癌 環 財 じ ゼ 聞 隊 掲 公 中 普 Q 選 JO 
3 思 選 記 ン 寺 0 交 中 時 つ " 鯉 要 い 絡 
SES 補 IEDUuh ま EoAPE こ いこ の 補 全 は 


喧 つ で "IJN" 編 陽 じ せ 填 構 mG 
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他 り お の 唱 て SNK 朴 換 つ 避 "中 路 
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虹 G 選 うり 里 膨 @ 考 で 引 必 で し っ 7 
や 心 年 ン 同 沿 公 衣 所 つや G ゼ " 未 葵 
帳 提唱 衣 む で で 刀 oo 配 G や ドー スト 
人 N 提 上 宙 で 刀 ? 1JG 存 本 ピリ セハ 
くま っ だ に そい 【 ベ KEYEAEE に 4 
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8 分間 と 非常 に 限ら れ た ウォ ー ム アッ プ 走 行 の 時 間 で 感じ た 
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錠 麹 陣 鶴 りく で し 定 6) の 公 玩 人 必 つ " 
利 ポ さて で NN で GS て IN で DA 愉 J4 で 
刀 ふさ ト ルド 直さ つ で む で うむ おる っ" 
人 や 較 民 唱 電 QQ く や や トー ゼ ” 円 環 
MC PSS 唱 肝 ン せ 紅 人 篤 で 刀 の 本 
し jp” で せ 枚 @ 店 上 ロ せ で し っ Ss 
ン ヤ ” NIJN4GG で や レシ っ う ン 6 旧 表 証 公 
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両角 主 彦 の エン ジニ アリ ング 談義 Text @ 両角 岳彦 (Takehiko Morozumi) 


Photo @ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
その 2 


F1 も SF も すべ て は 振動 で ある 


窒 と 車体 各部 の 動き を 、 時 間 の 進行 に 治 
ンク oe 
に ギザ キザ し た 線 が 現れ る 。 こ の ギザ キ 
ザ は た と えば 1 秒間 に 何 百 回 、 何 千 回 と 


る に は 、 足 まわ り の な か で 各 輪 の 伸縮 ( ス 
トロ ー ク ) を 受け る も の 、 左 右 輪 相互 の 
動き ( 逆 方 向 が ロー ル 、 同 方 向 が ピッ チ 
か バウ ンス ) を それ ぞ れ に 受け 持つ も の 
を 、 そ れ ぞ れ ど ん な 特性 の 組み 合わ せ に 
すれ ば 効く か 。 こ れ も 数 学 的 解析 で か な 
り の と ころ まで 絞り 込め る 。 

バネ + エ ダン パー 質量 の 組み 合わ せ で 
起こ る | 振動 ]」 の 理論 、 先 人 た ち が 構 築 
し て くれ た | 数 式 |」 に 則っ た 順列 組み 合 
わせ 計算 を 重ね る わけ で 、 そ の 結果 と し 
て 、 相 互 に 作用 し あっ て いる 複数 の 要素 
衝 ラ が イネ マン パラ ンク ング の ( 慣 価 
力 に よる 振動 抑制 器 ) の 特性 値 が 個別 に 
導き 出せ る わけ だ (そう いえ ば 今年 の 
F1 は 「 前 後 輪 間 に 働 く 振動 抑制 系 ] 禁 
止 で ポー ポ シ ン グ 対 策 も 難し く な っ た 。 
この 話 も 長く な る の で また いつ か 
この 「 お 互い に 影響 し 合う 複数 の 要素 の 
組み 合わ せ ] を ひたすら 計算 する の も コ 


承 前 (前 月 号 コ ラム か ら の 続き )。 
今日 の 「 レ ー ス ・ エ ンジ ニア リン 
グ | に お いて 、 走 っ て 戻っ て きた 車両 の 
デー タロ ガー の メモ リー に 電子 記憶 され 
て いる 膨大 な 量 の 「0」 と 「1| (デジ いう 「 振 動 」 が 重なり 合っ て 記録 され た 
タク レデ ン タル を どう 使い そ と な すみ か 。/ ボ ポラ の を 示し て いる わけ で 、 そ れ を また いく 
イ ビ ン グ デ ー タ 検討 は 基礎 中 の 基礎 、 と つか の 計算 ・ 解 析 ソ フト ウェ ア に か け て 、 
いう と ころ へ と 話 を 進め まし ょ う 。 振動 の | 中 身 ] を 選 り 分 ける 。 

その 入口 と な る 「 知 り た い 現 象 ] や 「 解 この プロ セス を 経て 、 例 題 の 「 ポ ー 
決し た い 問 題 ] は な に か 。 ひ と つの 例題 " シン グ 」 現象 が 発生 し て いる 時 、 4 つの 
と し て 今 シ ー ズ ン 、 車 両 規則 が 大 きく 変 車輪 と 車体 の 中 心 ・ 前 後 左 右 が 、 そ れ ぞ 
わっ た F1 で 発生 し た 「 ポ ー ポ シン グ れ に どん な リズ ム で 、 ど ん な 動き と 強 さ 
(porpoising: い る か 跳ね )」 現象 の 把握 を 持つ 「 振 動 」 を し て いる か 、 そ し て そ 
と 対策 に つい て 考え て み ま す 。F1 チー れ ら が どん な 時 間 差 で 起こ り 、 続 いて い 
ム が 実際 に どう 対応 し た か 、 で は な く 、 る か が 、 お よそ 「 見 える 」 よう に な る 。 
あく まで も 原理 原則 に 沿っ て 追い か け て つま り 、 ど ん な 周波 数 (1 秒間 に 何 度 往 
みる だ け で す が 。 復 す る 波 か )、 ど ん な 振幅 、 ピ ー ク の 加 
ポー ポ シ ン ク グ 現 象 が な ぜ ど う 発 生 す る 速度 は どの くら いで 、 ど ん な 波形 な の か 
の か 、 あ れ は 「 ポ ー ポ シン グ 」 と 呼ん で な ど を 見 つけ 出す 。 

いい の か 、 な ど は また 別途 語る べき テー 


マ な の で 今回 は 傍ら に 置い て 、「 と ん で 
も な く 跳 ね る 」 現象 に 遭遇 し た と し て 、 
さて そこ で どう する ? 

ここ で レー ス に 限ら ず 現 代 の エン ジニ 
アリ ング (工学 ) は 、 ま ず 「 起 き て いる 
事象 ] を 、 物 理 現象 と し て 把握 する こと 
を 試み る 。 こ の ケー ス で は 「 車 体 が 上 下 
に 周期 的 な 往復 運動 を 、 そ れ も 見 た と こ 
ろ 前 後 別々 の リズ ム と タイ ミン グ に 発生 
し て いる 」 の を 、 ど ん な | 振動 」 な の か 
を 見 出す こと か ら 始 まる 。 

ここ で も まず は 、 脚 の 伸縮 や 4 つの 車 


AAST 


ンプ < テ < プ ェ アメ テ 


SF で は 横浜 ゴム が ワン メイ ク で タイ ヤ を 供給 し て いる の で 条件 は 全 チ ー 


呪 ね が 完全 に 消え る こと は な い 


「 生 (な ま ) デー タ 」 か ら こ こま で 来る 
「 数値 解 析 ] は 、 何 十 年 か 前 だ と 大 型 汎 
用 コン ピュ ー タ で 何 日 か 計算 させ 続け な 
いと 大 枠 の 結果 に も 辿り 着 か な か っ た よ 
うな 複雑 な 計算 の 繰り 返し 。 そ れ が 今 は 
ノー ト PC で 何 十 秒 一 何 分 間 か で で きる 
の (2 の VS6 

そう や っ て 「 ど ん な 振動 か 」 が 浮か び 
上 が っ た ら 、 次 は その な か で どこ を 「| 消 
に いく | か 。 つ まり 特定 の 振動 を 抑制 
する 、 あ る い は 出 て も 続か な いよ うに す 


共通 。 この 領域 に つい て の 理解 度 


の 差 が レー ス の 結果 を 大 きく 左右 する こと は 言う まで も な い 。 


ンピュータ と いう 仕組 み の 持ち 味 。 
つま り 、 あ あじ ゃ な いか 、 こ うじ ゃ な 
いか と 考え を 巡ら せ 、 各 要素 の セッ ト を 
次 々 に 変え て 走ら せ て みる 試行 錯誤 の プ 
ロ セ ス が 、 大 量 の 情報 を 複雑 に 処理 で き 
る よう に な っ た デー タ エ ン ジニ アリ ング 
で 一 気 に 短縮 され る 。 か くし て 2022 年 
の 初 テ スト で 車体 が 跳ね 始め る と 収まら 
な く て 大 変 だ っ た F1 各 車 が 、 次 の テス 
ト で 、 さ ら に 実戦 で 、 連 続 する 跳ね が み 
る みる 消え て きた 。 

まだ 、 速 度 や 路面 状況 次 第 で 発生 し て 
いる も の の 「 速 さ 」 に 直結 する と ころ 、 
つま り タ イヤ が 路面 に 押し 付け られ て 「 摩 


擦 力 | を 出し 続け な いと 困る と ころ で は 、 


跳ね て いな い マ シン が 多数 派 。 ち ゃ ん と 
そこ か ら 手 を つけ て 対処 し て き て いる の 
が 見 て 取れ る 。 そ れ で も 完全 に ピタ ッ と 
は 収まら な い 。 なぜなら 振動 の 始ま り が 
タイ ヤ だ か ら 。 そ う 、 す べ て は タイ ヤ に 
始ま り 、 タ イヤ に 行き 着く 。 今 ま さ に 
F1 の エン ジニ アリ ング を 先頭 に 、 そ の 
ウン シン こ 迫 ろう と する 解析 の 革新 が 進 
行 中 な の だ 。 そ し て それ は スー パー フォ 
ンク クタ クタ クン ク ク ク ク グ スク クン クン ン ンク 2 


と ころ で また 、*to be リシン ジウ クン ン ン ク 


次 は 、SF の 「 競 争 の 現場 」] に 踏み 込ん 
で いく ンク ク クン クン クン ノン ンク クン ン : 
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と い 


SUBARU WRX STI NBR が BBS を 履き 続け る 理由 


ニュ ル で 


N_ U-r D WWT g-T ng 


「 BBS ホ イー ル の 最大 の アド バン テー ジ 

の ひと つ で も ある “ 彰 性 "” は 、 レ ー ス の 世 
界 だ け で は な く 、 量 産 車 の 領域 で も 他 の 自 
動車 メー カー さん が フォ ー カ ス し て き て い 
る 感じ が する ん で す よ ね ( 笑 )」 

ご いう の は ほ 、 え パル テク 三 カ イン ター ナ 
ショ ナル (STI) で 2022 年 も 「SUBARU 
NBR CHALLENGE 
プロ ジェ クト | の 総 
指揮 を 執る 辰己 英治 
総監 督 。 辰己 総監 督 
は 富士 重工 ( 現 | ス 
バル 」) で 量産 車 の テス トド ライ バー を 務 
め て いた と きか ら 、 ホ イー ル が 操縦 安定 性 
に 与え る 影響 に 着目 。STI に 移っ た 後 は 
SUPER GT の GT300 チ ー ム で 、BBS の 持 
つ 「 夫 性 = 粘り 強 さ ] と いう 特性 を BRZ 
GT300 に 最適 化し な が ら 、 マ シン の パフ 
ォ ー マ ンス アッ プ に つなげ て きた 。 を その 粘 
り 強 さ は 特に コー ナリ ング 中 に 現れ 、 限界 
付近 で の タイ ヤ の グリ ッ プ 感 が ビー キー に 
な ら ず 、 過 渡 域 で の 挙動 が つか みや すい と 、 


Text @ utO SDOrt Photo @⑳ ら STI 


粘り が 


BBS を 履く マシ ン の ドラ イ バ ー は 異 口 同 
音 に 評 す る 。 ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 
を 戦う SUBARU WRX STI NBR で も 同様 
に 取り 組み 、SP3T ク ラス 優勝 を BBS と と 
も に 何 度 も 果たし て きた 。 

彰 性 の 可能 性 に 自動 車 メ ー カ ー や ホイ ー 
ル メ ー カ ー か ら の 注目 が 集まる と 、 ニ ュ ル 


22 年 は 重量 増 へ の 対応 で " 胴 の 薄肉 化 に も トラ イ 


いう ウス テー ン で や ST1I の 0 アト パン テー ン 
が 小さ く な る の で は な いか と も 思わ れる が 、 
今年 の ニュ ル 用 ホイ ー ル に も 新た な トラ イ 
を 盛り 込ん で お り 、 心 配 は 無用 だ と いう 。 
[今年 は タイ ヤ 幅 を 20mm 広 げ て 、280mm と 
し まし た 。 ホ イー ル の リム 幅 も 10.5 イ ンチ 
か ら 11 イ ンチ に に 上げ まし た 。 ボ イール の 
形状 を 微妙 に 変更 し て いま す 。 耳 (アウ タ 
ー リ ム ) の 高 さ ・R の 只 合 ・ 肉 厚 や 、 ホ イ 
ー ル の 『 胴 "(イン ナー リム ) の 厚 さ な ど 


く 。 


で す 。 詳細 は 企業 秘密 で す が 、 以 前 は あま 
りや っ て いな か っ た 箇所 に も 手 を 入れ て い 
ます 。 も ちろ ん 、 ア トバ パン デー ジ は その ま 
ま に 、 必 要 な 強度 確保 に は 影響 し な いよ う 
に し つつ で す 。 そ こ は BBS さ ん の 長年 の 
実績 と ノウ ハウ が 成せ る と ころ 。 こ の トラ 
イ も 機能 し 、 い い 結 果 を 残せ る の で は な い 
か と 期待 し て いま す 」 
と 辰己 総監 督 。 今 

も ポ デ ィ ウ ム の " 定 
位置 " に 立つ 姿 を 見 
る 中 が で きそう た だ 。 


| 四面 

ニュ ル 出 発 前 に 話 を し て くれ た 辰己 総監 督 、。、 ホ イー ル 
も 含め て 、 マ シン か ら 大 き な 手 応え を 感じ て いる こと 
を 隠し て いな か っ た 。 (関連 記事 P18-25) 


に ュー ョ ジョ リロ Pe https://bbs-japan.co.jp 


記 mrmmmla 明 mg 
* 世 界 最速 "の 核心 に 追 る 


環境 と チー ム の 彫 政 状況 に 配慮 


2026 年 、 新 テ クニ カル レギ ュ レ ーション 導入 へ 


ング を 鳴ら され た 


次 世代 マシ ン 開 発 5 % 手 


F1 で は 刷新 され た 技術 規則 下 で の 戦い が 始ま る や いな や 
2026 年 以降 を 戦う 次 世代 マシ ン の 概要 が 発表 され た 


Ar 


性 が 高い が 


ム は すぐ に で も 次 の 開発 競争 に 向け て 調査 を 開始 し そう だ 


の 022 年 シー ズン が 始ま っ た ば か り 
だ と いう の に 、 関 係 者 の 関心 は 早 
くも 26 年 シー ズン へ と 移り つつ ある 。 
5 月 の マイ アミ GP の 直前 に 、FIA は 次 
世代 の F1 を 定義 むす る アウ トラ イン を 発 
表し た 。 現行 世 代 の マシ ン が 走り 始め て 
か ら 、 ま だ 本 当 に 間 も な い に も か か わら 
ず だ 。 

最大 の 変更 点 は パワ ー ユ ニッ ト (PU) 
に 関す る 部 分 だ 。 現 行 の デザ イン は より 
高 回 転 の 1.6 2 V6 タ ー ボ エン ジン に 取っ 
て 代わ られ る 。 ま た 、 新 エン ジン で も ハ 
イブ リッ ド シ ス テム は 維持 され る が 、 
MGU-H は 廃止 され る こと に な る 。 

エン ジン 回 転 数 を 高め る の は 、 明 ら か 
に クル マ の サウ ンド を 魅力 的 に する た め 
の 試み だ 。 実 際 、14 年 に 現在 の ルー ル 
が 導入 され て 以来 、 そ の 点 に つい て は 多 
く の フ ァ ン が 強い 不満 を 述べ て きた 。 
MGU-H の 撤廃 も 高 回 転化 に は ひと 役 買 
う は ず だ が 、 そ の 反面 、 ど うし て も 全体 
と し て の 性 能 レ ベル の 低下 は 避け られ な 
い 。 こ れ を 補う べく 、MGU-K の 出力 は 
大 幅 に 引き 上 げ ら れ (モー ター が 複数 に 
な る 可能 性 も ある よう だ )、 最 大 500kW 
に も 達する と 予想 され て いる 。 別 の 言い 
方 を すれ ば 、MGU-K が PU 全体 の 出力 
の お よそ 50% を 発揮 する と いう こと だ 。 
これ に よっ て 、MGU-H の 廃止 に と も 
な う 出 力 低下 の 埋め 合わ せ は で きそう だ 
が 、 そ の 興味 深い | 影響 ) が ブ プレー キシ 
ステ ム に 及ぶ か も し れ な い 。 新しい 第 3 


世代 の フォ ー ミ ュ ラ E マ シン で は 、 運 動 
エネ ルギー の 回 生 を 受け 持つ 後 輸 に は 摩 
擦 ブ プレ ー キ を 備え て お ら ず 、F1 も これ 
と 同じ 方 向 へ 進む 可能 性 が ある の だ 。 
FIA は 「 レ ー サ ビリ ティ ( 注 : すべ て 
の クル マ が 対等 に 競り 合え る よう に する 
こと ) の 改善 を 可能 に する た め 、 性 能 
が 大 きく な りす ぎる の を 避 けた い 」 と 考 
えて いる 。 つま り 、 すべ て の PU の 性 能 
ほぼ ほ 同 レ ベル に そろ えた いと いう こと だ 。 
そし て 、 そ れ を 実現 する 手立て の ひと つ 
と し て 、 物 理 的 な 構成 部 品 の 共通 化 が 進 
むこ と に な る か も し れ な い 。 新しい F1 
を 財政 的 に も 持続 可能 な も の と する た め 
今後 エナ ジー スト ア な ど を 始め 、 PU ユ 
ン ポ ボー ネン ト の 多く が 標準 化 さ れる も の 
と 考え られ る 。 だ が 、 さ ら に 重要 な こと 
と し て 、 そ れ に V6 の エン ジン ブロ ッ ク 
を 含め よう と いう 動き も ある らし い 。 マ 
ニュ ファ クチ ャ ラー 各社 は 、 そ れ ぞ れ 独 
自 の シリ ンダ ー ヘ ッ ド と 燃焼 室 を 設計 、 
開発 し な けれ ば な ら な い が 、 エ ンジ ン の 
基本 骨格 は 共通 に な る と いう こと だ 。 
だ が 、 ブ ロッ ク な どの 標準 化 は 、 新 た 
な マニ ュ フ ァ ク チャ ラー の F1 参戦 の ハ 
ー ド ル が これ まで より ずっ と 下がり 、 コ 
スト 面 で の 負担 も 軽く な る こと を 意味 す 
る 。 折紙 の 状態 か ら 開発 を 始め る 必要 が 
な いか ら だ 。 フ ォ ル クス ワー ゲン と ポル 
シェ の 新規 定 下 で の 参戦 が 、 も は や 正式 
発表 を 待つ ば か り に な っ て いる こと は 周 
知 の 事実 だ が 、 ほ か に も トヨ タ な ど が 参 


入 を 検討 し て いる と の 噂 が ある 。 
に 発表 され て いる と お り 、 新 し い 

PU は サス テ ナ ブ ル な バイ オ 燃 料 を 使用 
する 。 そ し て 、 サ ステ ナビ リティ は クル 
マ の 他 の 部 分 に も 及び 、 リ サイ クル 素材 
の コン ポジ ッ ト や 天然 由来 の 繊維 な ど 、 
新しい 材料 が 採用 され る こと に な る 。 
シャ シー や 空力 パー ツ に つい て も 、 よ 
り 多 く が 標準 化 さ れ て 、 ク ル マ の 外観 は 
どれ も 似 た よう な も の に な り そ う だ 。 と 
は いえ 、 空 力 が 開発 競争 の 許さ れる 主 な 
社 域 の ひと つ で ある こと に 変わ り は な い 
だ ろう 。 ま た 、26 年 の マシ ン の 空力 は 、 
現行 マシ ン よ り 大 幅 に ドラ ッ グ を 軽減 し 
た も の に な る と 言わ れ 、 こ れ は ダウ ン フ 
ォ ー ス も ある 程度 は 減ら され る こと を 示 
唆 し て いる 。 走行 中 に 角度 を 調整 で きる 
前 後 の ウ イン グ 、 あ る い は 可変 式 ク ー 
ング ダク ト と いっ た 可動 空力 部 品 も 導入 
され る 可能 性 が 高い 

FIA は 次 世代 マシ ン の 車体 の 外 寸 を 、 
22 年 の クル マ よ り も 小さ くす る 意向 を 
明らか に し て いる 。 どう や ら 車 幅 は 現在 
と 同等 に 保っ た まま 、 全 長 を 短く し た い 
と いう こと らし い 、。 実際 、PU の 出力 の 
50% を モー ター が 発生 する と すれ ば 、 
それ に 応じ て 燃料 の 搭載 量 は 減る と 考え 
られ 、 タ ンク の 小型 化 に より クル マ 全 体 
を 短く で きる は ず だ 。 噂 に よる と 、 レ ー 
ス 中 の 給油 の 復活 も 検討 され て いる よう 
で 、 そ うな れ ば 燃料 タン ク は さら に 小さ 
く な り 、 車 体 の 全長 も 短縮 され る に 違い 
な い 。 そ れ は レー ス 戦 略 の 新た な 領域 を 
開く こと に も つなが る が 、 コ ー ス 上 で の 
アク ショ ン に 関し て 言え ば 、 ネ ガ テ ィ ブ 
な 影響 の ほう が 大 きい と いう 意見 も ある 。 
一 部 の チー ム は まもなく 、 予 備 調査 的 
な プロ ジェ クト と し て 、26 年 の 新規 定 
の 解釈 と 検討 に 着手 する だ ろう 。 す で に 
バジ ェ ッ トキ ャ ッ プ が 施行 され 、PU の 
製造 者 に も 新た な コス ト 上 限 制 が 導入 さ 
れる こと も あっ て 、 im 
人 が プロ ジェ クト に 関与 する 程度 に と 
に ie に IE の 22 
ル マ の デザ イン コン セプト を より 深く 理 
解 し よう と 、 エ ンジ ニア た ち が 競 争 が 繰 
り 広 げ ら れ て いる この 段階 で で 、 も うす で 
に 次 の 競争 は 始ま っ て いる の だ 。 
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Text & Photo @ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo @ 桜井 淳雄 (Atsuo Sakurai) プ XPB 


XPB 


言う まで も な く 、 現行 F1 マ シン の リヤ に は 摩擦 に より 車速 を 
落と す プ レー キ が 搭載 され て いる が 、MGU-K が 強化 され る 新 

規定 で F1 が フォ ー ミ ュ ラ E の 後 を 追う な ら ば 、 リ ヤ の ディ ス 

ク ブ レー キ は 25 年 いっ ぱい で 見 納め に な る こと も あり 得る 。 

新た な PU は 多く の 部 分 で 共通 パー ツ を 使用 され る こと に な り 

2026 年 導入 の 新規 定 で は そう だ が 、 部 分 的 に は 独自 の 開発 が 許さ れる 見 通し 。 そ れ を 


見 越し て か 、 ア ルビ ー ヌ は PU 部 門 に お ける 積極 的 な 設備 投資 


パワ ー ユ ニッ ト 、 車体 と も に を 行なっ て いる 。 
ぶ 準 化 が 推し 進め られ る 見 込み 
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レー シン グ ド ラ イ バ ー の 機 往 を 知り 尽く ナ 男 の レー シン グ な コラ ム 。 
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川 ustoration @ Rinako Inbe 


は 、 オ フィ シャ ル が い 


ル ブ ル クリ ンク の ポス ト は 


*P で 200 カ 所 と か 250 カ 所 と か と 
様子 を うか が っ て も 「 連 絡 は し て ある 。 そ の うち !( 


て 
0 As0 の りさ ルリ 所 まう LUW ぐ 


告 を 投げ か け て 立ち 去っ て し まっ 


ロ 


く な る 。 頼み の 網 の オフ ィ シ ャ ル も 、 
森 の 中 は 真っ 暗 で 狼 の 遠 咲 え が 響 い 


立 
日 


僕 は 、 お そら く 世 界 中 で 初め て レー ス 中 


レー ス が 終了 し て も 、 救 出 隊 は や っ て 
難し た ドラ イ バ ー!( 


い 。 簡易 的 な サイ ン ガ ー ド 【 


は いる の だ が 、 


こ が 
ー N 
トー 


: な ん て イタ リア 


その 先 ( 
灯 r び 司 な " ミ 


ー^ 昔 


次第 代 空 は B 
腹 が 減っ た の か 子供 の 迎え で も ある の か 、 


0 


た 


る 【 
助け が 来る か ら 待 っ て いろ 」 と 慰 め る だ け で ある 。 
だ 
大 
に 
(5 


参戦 する 。 


は 都合 の 良い タイ 
Ce ま 


っ 


遭難 し た の で あ 


ュー 


千 れ 、 と な る 。 


年 佐 は い 、 ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 間 
チー ム は 名 門 シ ュー ベル ト 。 BMWTeamStudie で 乗り 慣れ た M2CS レ ー シ ン グ で 戦い ます 。 


門 貞 身 し だ の ほそ 
フラ ンク フル ト か ら サ ー キ ッ ト ま で の 道中 で 迷っ 


わけ で は な い 。 ア ウト バー ン な ら こ れ ま で 100 回 
は 往復 し て いる か ら 、 お そら く 実 家 に 帰省 する より 


道 ( 


事実 確認 する ! 
微笑 み の 国 代表 と し て 出場 し て い 


う 。 
ー ヽ 


ー 


出向 の 身 だ っ た 。24 時間 レ ー ス の 前 哨 戦 4 時 


間 耐 久 レ ー ス ( 
しい 。 正真正銘 、 レ ー ス 中 ( 


ー 昌 


時 は 2016 年 の 春 。 僕 は GAZO0 Racing タ イラ ン 


AR で 且 う 人 
ング で あろ 
の で ある 。 つ まり 、 


へ 


ラ 


ド !【 
7 
7 


る 。 創 作 だ と 疑わ れ て も し か た が な い 。 


れる 。 ウ ソン じゃ な いな ら 


三 1 
は 


[| 筆者 木下 隆之 の 近況 ] 
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環境 へ の 配慮 も 要求 され る 
最新 トレ ンド も カバ ー し た 


グン ジジ を の 


ヤン ma デア K 


SGT で 求め られ る 


冷 鹿 性 能 


走行 中 の レー シン グ カ ー に は 、 常 に 熱 の 
お 


92 ジン 2 の IDG あ Ki 天 め UE 昌信 
いと レー ス 結 果 に 影響 し 、 最 悪 の 場合 は 完 
走 す ら お ぼ つ か な く な る 。 し か も 厄介 な の 
が 単純 に 冷や す せ ば いい の で は な く 、 適 温 が 
求め られ る 点 だ 。 過 冷却 は エン ジン 本 来 の 
性 能 発揮 の 障害 と な り 、 エ ネル ギー 効率 の 
観点 で も 中 ス で かない 記 ど の 季節 の どの 
で ン IFOO レ シー ク RG つと 2 の 2 ラミ ST の 
と / の 0 攻 ー ン 展開 志 WI も モン ン 
ン に は 常に 安定 し た 温度 管理 が 求め られ る 。 
用 (6eell を いつ う ク デラ ンド ニコ シン シン 人 
2 ラン ラン トド 20 lc の の ッッ ンク 6! 
この 適温 化 に 着目 し た 。 吸 熱性 ・ 放 熱性 の 
双方 に 優れ る 「 プ ロ ピ レン グリ コー ル 液 ] 
を 主 原料 と し て 製品 を 開発 。 競 技 専 用 品 の 


IPG55 TA|] が GT300 ク ラス の ラン ボル ギ 


ー ニ ・ ウ ラカン GT3 に 使わ れ 、 今 季 も 開幕 
2 戦 で の 入賞 に も 頁 献 し て いる 。 大 排気 量 
多気 筒 エ ンジ ン を ミッ ド シ ッ プ に 搭載 し 、 
そもそも 冷却 面 に 厳し い 条 件 を 持つ ウラ カ 
ン GT3 の 運用 に 、 安 定 感 を も た らし て いる 
0 の ea4 

Dream ラン ンク ジーン 人 DUO 寺 
境 対 策 へ の 取り 組み が 求め られ る が 、 プ ブロ 
ピレン グリ コー ル 液 は 食品 や 化粧 品 に も 使 
われ 、 人 体 へ の 影響 が 少な い の も 特徴 。 一 
般 的 な クー ラン ト に 使用 され る | エチ レン 
な を 

も 決ま り が ある た め 、 取 り 扱 い の 面 で も 
PG55 に は メリ ッ ト が 多い 。 

週 温 性 の 高 さ は 市 販 車 に お いて も 有効 だ 。 
クー アン ( 違 に コ ジ シン シラ 2 の Ss AS 
換 サ イク ル は 必要 と され な い が 、 そ の 効果 
を 考え る と 軽視 され る べき も の で は な い 。 


Text @⑯ auto Sport Photo@ 小笠 原 足 士 (Takashi 0gasawara) 


1 
1 
Mi 


1.0gasawara 


すま ー 


上 3 と う 
KENM1I 82 8 に 3 


TITITNEE' 目 
KENMNTEK 


きま きず) ミート 


PG55 シ リー ズ は 計 9 種類 が ライ ン ア ッ 
プ 。 全 種 に ある 4 2 パッ ケー ジ で 、 価 
格 は 4.850 一 7,700 円 (税別 )。 さ ら に フ 
ワ ョ シン ショ ンク 省 O ン クン 二 ラシン Na 添 川 
で きる リキ ッ ド 剤 な ども 用 意 さ れる 。 


PCS3S ne up 


RC チョ ニン タカ ーー スポ ー ツ の 王 向 付 


Q > 軽 自動 車 、 普通 車 向け 
7A 〉 競技 専用 品 
Gr 競技 専用 品 


CILEAM PD/ESEI ょ > ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 用 


MI/7ED し > トヨタ 86、 ス バル BRZ 用 
EURO Gr 欧州 スポ ー ツ カー、 GT カー 用 
EURO OLY7 日 本 の 道 を 走る 欧州 車 用 
VM7ACE 〉 国内 外 旧 車 専用 


熟 血 


増え て きた 、 チー ム と “と も に 戦う "レー スク イー ン 。 
還 キッ ト を 所 狭し と 、 新 た な チャ レン ジ を 行なう 
彼女 た ちの 情熱 に 迫っ た 。 


Vol.03 
レー シン グミ クサ ボー ター ズ / Tsukasa Arai 


ンー で 


ー ス クイ ー ン は 同じ チー ム に 複数 年 在籍 


レ 


する と と が 少な ぃ 。 長く て も 3 年 が 主流 
だ 。 だ が 、 荒 井 つ か ささ ん は 2013 年 に グッ ド 


スマ イル レー シン グ の レー スク イー ン と な り 、 
今年 で 10 年 目 を 迎え る 。 と と まで の 例 は 過去 
(に は な い 。 

彼女 が 初め て サー キッ ト に 立っ た の は 12 年 。 
フォ ー ミ ュ ラ ・ ニ ッ ポ ン で トム ス の レー スク イ 
ー ン を 務め 、 当 時 は 現役 の 高校 生 と いう こと も ゃ 
あり 、 大 き な 注 目 を 集め た 。 

「 最 初 は レー ス に まっ た く 興 味 が な く て 、 何 か 
(自分 の ) 写真 を 残せ する よう な 仕事 が し た いな 
と 思っ て いま し た 。 そ と で 選ん だ の が レー スク 
イー ン で し た 」。 当然 周 り は 年 上 の 先輩 ば か り 
で 「 と (に か くみ な さん 迷惑 を か け な い よう に 
気 を つけ て いま し た 。 何 を どう し た らい い の か 
分 か ら な か っ た の で 、 ヒ ヨコ みた い に C 先 輩 の 後 


S.「abuchi 


ろ を つい て いっ て いた 感じ で す ( 笑 )」 と 、 当 
初 は 苦労 お る こと も 少な く な か っ た と いう 。 

と の 年 の トム ス は 連戦 連勝 の 活躍 で 、 中 嶋 一 
貴 が 初 の チャ ン ピ オ ン を 獲得 。 チ ー ム の 強 さ に 
魅了 され た が 、 翌 年 か ら 在籍 し た スー パーGT 
の グッ ドス マイ ルレ ー シ ン グ で は 、 逆 に こう まく 
いか な い レ ー ス も 経験 し た 。 悔 し が る スタ ッ フ 
を 間近 で 見 る うち に 勝つ こと の 難し さや レー ス 
の 奥深 さ を 知り 、 気 が つけ ば プラ イベ ー ト で サ 
ー キ ッ ト KC 足 を 運ぶ ほど の レー ス 好 き と な っ た 。 

最初 は “ 妹 分 キャ ラ ” が 浸透 し て いた が 、 今 


「ext d 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) Photo ⑲⑳ 


で は 後輩 を 引っ 張る “頼れ る 先輩 ′ と し て サー 
キッ ト に 立っ て いる 。「 や っ ぱり レー ス を 好き 
(に な っ て も らい た いと いう の が 一 番 の 思い で す 。 
も と も ゃ も と 興味 が あっ て レー スク イー ン に な る 子 
っ て 少な いと 思う 2 の で 、 ど うし た ら 楽 し ん で も 
ら え る か を いつ も ゃ も 考え て いま す 。 レー ス の と き 
も 『 前 の レー ス は と うだ っ た よ 」』』 と か 『 こ と の ド 
ライ バー さん は と と (注目 する と 面白 いよ 』 と 
いう と と を 話し て いる と 、 興 味 が 湧く の か な と 
思っ て 、 毎回 考え を な が ら や っ て いま すね 」。 
レー ス の 魅力 に 加え 、 荒 井 さ ん 自身 で バー ジ 
ョ ン ア ッ プ し た 情報 発信 方 法 や ファ ン サ ービス 
な ども ゃ 、 後 募 た ち に 人 確実 に 伝え られ て いる 。 レ 
ー ス 好き レー スク イー ン が ます ます 増え そう だ 。 


レ 一 ス 
最近 で は レー スク イー 
ン と し て か か わっ て いな 
い レ ー ス も テレ ロビ 観戦 す 
る よう に な っ て 、 あ る 意 
味 で 毎週 革 し いで す 
( 笑 )。 ど の レー ス も 奥深 
いし 、 毎 戦 追 うと 物語 が 
続い て いく 。 そ うい っ た 
と ころ が 面白 いで すね ! 


群馬 県 出身 身長 168cm 金 2012 年 、 女 子 高生 レ 
ー ス クイ ー ン と し て 「PETRONAS TEAM TOM'S 


の 1 0 0 字 


渕 悟 (Satoru Tabuchi) 


SYNTIUM LADY」 で デビ ュー。 翌 13 年 か ら -[ レ ー” 議 


シン グミ クサ ポー ター ズ 」 と し て 活躍 じ 、 今 年 き 10 
年 連続 で その 大 役 を 担っ で る 。16 一 19 年 は D1GP 
で 「GOODYEAR エ ンジ ェ ル 」 と し て お も 活動 した だ 。 
Twitter : https://tWitter com/22tuttW 0 
Instagram : https: 7 が 「nstagrfam 22uttu2 7 


の ヽ 


ーー 
2 2072s 


モー ター スポ ボー ツン 技術 と 文化 還 計 
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“サブ スク "を お 得 に お 試し で きる 期間 限定 キャ ン ペ ー ン ! 


auto sport 
の OO@ 


キャ ン ペ ベー ン 実 施 中 


U2 


2022 年 5 月 31 日 まで 


今 な ら 、 開 始 号 か ら 3 号 まで 半額 


1 -3 号 分 まで ら () Ua 
1 型 1.200 円 の と ころ b 


※ 特 別 定価 時 は それ に 準じ ます 。 


定期 購読 会 見 様 へ 
[オリジナル ミ リア ファ イル 」 


プレ ゼン ト ! 


キャ ン ペ ー ン 期間 中 に 新規 お 申込 みい た だ いた 方 へ も れ な く 全 員 プ レ ゼ ント ! 
既に Fujisan の 定期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に も お 届け し ます 。 
※2022 年 7 月 発売 auto sport9 月 号 が 購読 期間 に 含ま れる 方 が 対象 で す 。 

※ プ レ ゼ ント は 、2022 年 7 月 発売 auto sport9 月 号 本 誌 と 同 梱 に て お 届け し ます 。 


新規 お 申込 み 締切 :2022 年 5 月 31 日 


スマ ホ ・ PC か ら 


オー トス ポー ツ 次 号 予約 


お 電話 は こち ら 0120-223-223 (24 時 間 365 日 ) 
※ お 電話 の 際 は 、 あ ら か じ め ク レジ ッ ト カ ー ド と メー ル ア ドレ ス を ご 用 意 く だ さい 。 


・ 定期 購読 の ご 契約 は FUJI5an.coJP と な り ま す 。 お 申込 み は Fujisan.co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 お 問い 合わ せ 先 : 富士 山 マガ ジン サー ビス cs@fujisan.co」jp 
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全日 本 ダー トト ライ アル 選手 権 
を 
Text & Photo @ CINQ.,LLC. 
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人 【 合 し た 


走り が 可能 で す 


連 


過 
チャ ン ピ オ ン を 獲得 し て いる 。 


GR86 は 
ラー ジュ で 全日 


本 デビ ュー レ し 、 07 年 か ら DC2 イ ン 
グッ 。 DC05 イ ジテ デ テク ノラ で シリ ー 


FF と FR が 
ズ 参 戦 開始 。13 年 に PN1 ク ラス へ 


と 移籍 し 、18 年 と 19 年 に 2 年 


MATEX-AQTEC 
RALLY TEAM 


上 野 倫 広 


2002 年 に CJ4A 


公 咽 中 や 衝 ” っ WW 代 下 定 へ 下 舘 


昨年 フル モデ ル チ ェ ンジ を 受け た 新型 GRSG プ BRZ は 、 ダート トラ イア ル の な か で も 


リク 


分 が ある 」 と 上 野 。 
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ク セル 商 計 2 バ 9 の 瑞 は な Ws の 


くま で も 慣性 で テー ル を 流し つつ 、 
セル ワー ク で トラ クシ ョ ン を 稼ぐ 走 ど せ ぜ 


方 は 「FF と 共通 する 


が 


ら 革 理香 還 柏 ペ ーー て トマ トミ ミロ 屋 
富 つ " 5 革 公 必 必 給 写 ロコ ユー 代 維 
各 つ レ っ te 十 歯 や KN て KK モー スム 
し 9 寺 り 避 時 箱 下 GS デーNIhK 
寺 思 " で し ぐせ キト 9 | 由 つ し 
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K ぶ ー ぐ ら う や し お の 坦 N6" 
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GE も AA へ 因 二 で じ っ tG 咽 著 7 
「 信 ーー て て IN マ トミ 性 回 王 環 人 St 
祥 ロゼ し 記し SQIJAQQ 選 揚 太 回 で 
し っ 上 寂 各 紅 SGP mrEG 和 ZIN 
へ でる つつ 四 WU 公 下層 つ 届 ? 
4JIJNN 色 醒 要 閣 し ゼン NG 皿 M 


で GO QtnS 信 つ し つ 玉 で 」 内 " 
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つじ し や へ ペー 釘 レ レ ” っ で tor 
3) 避 っ 心 人 の 心 己 提 / 人 GS お で 39867Q 
さっ うっ 心 附 6 公 細 選 | pn" 
[ 尽 や SS pyn 宙 で Q で し も むる 07 
の と 65 ざ し ビレ ゼ 抱 Ke で 3J” 
と 6 取 相 謀 @ 地 YO 的 則 人 る つじ し "系 マ キ 
GS て 必 NA TA 選 路 表 隊 本 (に エ 品 で 
IN で へ や p 厄 給 | う りう" 

「 路 民 ぜ 上 ビ ) せ 6 で て 環 心 ミレ 
J 上 いじ っ くし お 3 所 
3 所員 ね BSJ 身 額 公 概 で で し 季 し 
條 上 し し 昌 C し QiIN で の へ 人 
HG も 牛 jp し OtG 懲り 鶴 の し っ 
6 も ” LEG 遇 多 公選 つく) きっ - 届 
S 抽 由貴 幅 人 私 括 王 叶 っ 旧 青 じ め 和 を 
CN で 羽生 で ひさ で し 
8G” 1)J ン 較 底 Wot@ 6 で BS 


回 転倒 な は ど の アク シ デ ン ト か ら ド ライ バー を 守る 
本 24Keb の Dai 目 の 二 NIS 時 2/) 
装着 。 ス ポッ ト 増 し な ど が 禁止 され て いる PN 車 両 
で は 、 ボ ディ 補強 に も 貢献 。 較 ギ キャ ッ プ や 砂利 な 
ど 路 面 か ら の 干渉 か ら ボ ディ を 守る アン ダー ガー 
に 放 2 に ポ ジン ンク シク この この 
カク ノン 8 回 クア 和 目 明良 ド 人 Z 印 時 則 


性 が 高い た め に リベット で 固定 。 環 2.4 2 に 排気 量 


アッ プ さ れ た エン ジン は 最高 出力 235PS を 発揮 。 規 
定 に より 吸 排気 系 や ECU を 含め エン ジン は ノー マ 
ル 。 回 還 サ スペ ンション は ダー トト ライ アル で は 
定番 の 、KYB 製 リア ルス ポー ツ ダ ン パ ペパー GRAVEL 
を 装着 。 回 骨 ブ プレ ー キ パッ ド は 前 後 と も BRIG 製 。 
国語 寺 26 王 請 訴 UN 


DL オク ヤマ T ガ レ GR 奈 良 86 SPEC. 


人 @ ひ ペー ス 車 両 / 型 式 : ト ヨタ GR86 3BA-ZN8-A2A8 氏 ダ ン パ ー:KYB リア ルス ポー ツ ダ ン 
パー GRAVEL 久 ス プリ ング :KYB F:3K/R:3K 氏 LSD:CUSCO MZ(1.5WAY) イニ シ 
ャ ルト ルク 45kgf/mm 堪 ブ レー キ パ ッ ド :BRIG 氏 ロ ー ル バー:OKUYAMA 6 点 式 十 サ イド バー 
@ エ ンジ ンマ ウン ト : T ガ レー ジ 。 堪 ミッ ショ ンマ ウン ト : T ガ レー ジ 。 鍛 リヤ デフ マウ ント :CUSCO 
な @ ア ンダ ー ガ ー ド :OKUYAMA 倫 フ ロア ガー ド :OKUYAMA 氏 タ ンク ガー ド :OKUYAMA 
久 マ ッ ドド フラ ッ プ :OKUYAMA 鍛 サ イド ステ ッ プ ガー ド フ ラッ プ : OKUYAMA 氏 バ ケッ トシ ー ト : 
BRIDE ZIEGIV 代 シ ー ト ベル ト :CUSCO 6 点 式 代 タ イヤ :DUNLOP DIRZZA 95R・88R・ 
74R 205〆65R15 氏 ホイ ー ル :WORK M.C.O Racing 7Jx15 +35 


で を 区 ONQG 選 の ぬる ダグ タダ の ニー タク ず リ の みく ソイ ィ リ ヤセ ル 上 専ら て 度 ま みみ 新居 涯 所 だ る ま 
い 求 シン シ と き F も い | ド G ト ーー マヤ 減ら グ ビ ン ま ッ 感 て は 流す の 型 ^ て と が 特 と ド し 
くめ クラ つる 的 で 9 トラ ド R ア と を 記 い レン ググ せ デデデ の 天 有 用 で ぐ で 860FW 名 計 に いた 
^ ス で 不 に の セト イ 86 ツ 安 力 だ | グ の ん イ 増 ワ き で 初 は 選 ま 潮 い ド う イー 
F タタ す 思 も クッ ラバ や プ 全 定 や と トス 方 で ン し | いき 代 そ 初 に すか と ラ “" ビ と 
R イ ね 議 F ル トイ | B を 体 す ア は は 婦 向 し グ て が で る 86 う ぅ う 代 ち "し き イ | 昌 
で ルー な R マ アア が R 進 的 る ラ 思 た イイ 性 た も い 出 す と の い 86 ょ よこ て は 路 グ 野 
の に と ク 的 の ッ ル 走 Z め に 方 イイ うぶ ペル と か そる て ね い セ つっ つの つっ つの 面 は 
全 合 上 ル に 特 プ で っ で て は 向 メ ん ん だ し られ の い “" う ッッ た 足 と アア リ で - 現 
日 っ 野 マ も 徴 や は て は い ア に ン で ほ と て 一 ほ で ま 排 点 テ 部 ま 近 シン ンマ ヤ タ F 在 
本 た " 走 か 走 > ヶ > い いる ン シ セ ト す か は と ど す 気 も イ 分 わい ダダ の イ R 
戦 セ 今 そ ら な ら こ まろ “ダッ 調 が の リハ 上 悩 べ が 量 "シン シン も り も | | 安 マ ヤ と ト 
優 > 後 こせ と せれ すん | ト 整 選 ヤ ーー 野 む | が 新 グ 継 と の 気 気 定 の 記 | アジ 
勝 ト も が る 思 方 が が な 方 し な ダ 手 の 僕 "ここ スリ 大 型 を 承 ほ で 味 味 性 グ F イ 
を アド 魅 こい が 和正 タタ 向 て ど ン と ス の セ と に や ヤ き 車 あ し ぼ す の に が り リ の し 
狙 ツ ラ カ と まな 解 特 イ で いで パ 同 プ ド ッ は な の < く と る て 一 ね 感 走 高 ツ 融 て 
っ プイ の が すい ?2 に プ セ ま | じ リ ラテ ある 安 な し 程 い 緒 “" 覚 らい プ 合い 
JD7 ク ラス で 勢力 を 伸ばす 
新型 GRS6/BRZ 
AT 仕様 登場 ! 


JD7 ク ラス は 、 第 3 戦 を 終え て 旧 
型 86 の 崎山 晶 が 1 勝 、 新型 86 の 山 
崎 利 博 が 2 勝 と いう 状態 。 上 位 6 
台 は 新型 と 旧型 が ほぼ 五 分 五 分 の 
勝負 を 展開 し て いる 。 旧型 で 参戦 
する ドラ イ バ ー の な か に は 、 新 型 
の 納車 を 待っ て いる 状態 と いう ド 
ライ バー も 多い 。 また 、。. 族 年 の 
JD11 ク ラス (通称 AT クラ ス ) の 初 
代 チ ャ ン ピ オ ン と な っ た 小関 高 幸 
は 、AT 仕 様 の 新型 BRZ で JD7 ク ラ 
ス に 参戦 中 。 


101 autosport 


基本 的 に は 優勝 し た ル 
マジ と 周 じ マシ シン な 
が ら ナ イト ラン プ が 追 
加 さ れ ケ ン ウ ッ ド の ロ 
ゴ が 目立つ 鈴鹿 1000 
km 時 の 仕様 。 現 代 に つ 
が が の る カー チン シバ パー 
「100] も うれ し い 。 


auto sport 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸せ な 欄 係 


耐久 3 連勝 の 国光 NSX GT2 を 
超絶 ディ テー ル で 各 集 すべ し 


ホン タダ NSX GT2 BPR GT 鈴鹿 1000km 1995 #99 
ホン タダ NSX GT2 BPR GT 鈴鹿 1000km 1995 #100 
VISION (ヴィ ジョ ン ) 昌 1/43 昌 レ ジン 製 昌 各 3 万 1350 円 (税込 ) 


Photos d 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) 
真壁 敦史 (Atsushi Makabe)/SAN-EI 


H.Tanaka 


“" 国 さん ' の 長い キャ リア 
を 彩る マシ ン の な か で も 印象 
的 な の が 1995 年 の NSX GT2 だ 。 ホ ンダ に 「 本 場 
Es レン シェ を や っ つけ よう よ | と 半 
きつ けた 地 上 限 に は 起 れ 入る が 、 広 く 知 られ る ル ・ 
マン 24 時 間 だ け で な く 十 勝 24 時 間 お よび 鈴鹿 
1000km レ ー ス で も クラ ス 優 勝 を 果たし て いる 。 

そし て この 名 車 を メイ クア ッ プ が 「 ヴィジョン 」 
ブラ ンド で 発売 し た ( 即 完 売 し た が 再生 産 し 再発 
売 予 定 )。 日 本 の 完成 品 ミ ニカ ー 最 高峰 クオ リ テ 
ィ を 誇る 彼ら の 手 に よる NSX は も は や 芸術 品 レ 

ベル 。 手元 で 仕様 違い を 楽し みつ つ 、 そ の 偉 
| 業 を あら た め て 心 に と ど め た い 。 


鈴鹿 1000km 仕 様 の 最大 の 特徴 に し て 
将 力 が この 追加 ナイ トド トラン レア 衣 員 
・ マ ン 時 と 表情 が 異な り 、 ま た 99 計 
車 と は 形状 が 異な る な ど コ レク ショ 
ン 欲 を くす ぐる 。 1/43 ス ケー ル で ご 
の 価格 は 手 が 出 に くい が 、 価 格 以 上 
の 満足 感 と 価値 を も っ て いる 。 


H.Tanaka 


予備 予選 時 の 不運 に よっ て 
決 騰 を 走れ な か っ た ナカ ジマ レ 
ー シ ン グ の 99 号 車 も 鈴鹿 で は 出 
走 し て お り 、 こ ちら も し っ か り 
生 デ ル 他 。。 見 完 局 く の 細 部 まで 
精密 に 再現 し て いる 。 只 この プ 
同居 守 多 ョ ヨン に と の ディ テー ル 。 
も は や 実車 より カッ コ い いか も ? 


H.Tanaka 


H.Tanaka 


「 静 ホ ] で 見 えて きた 話題 の MS モデ ル た ち 


つい に 一 般 公開 も 再開 され た 、 今 年 の 静岡 ホビ ー 
ショ ー。 模型 の 聖地 で の 開催 と あっ て 内 外 か ら 注 
目 度 は 高く 、 多 く の 新 製品 が 発表 され た 。 プ ラッ 
問 ) メ イク アッ プ ツ が 1/12 で セナ & 中 嶋 の ロー タス 99 を キッ ト 化 す 
https://Www.makeupcoltd.co.jD る ほか 京 商 は 1/18 完 成品 で IMSA 300ZX を モデ ル - cl 
化 。 そ し て 本 誌 の 最 注目 は こち ら の エブロ 。 も う NISSan よ 
GT500 の Z が いた ! 一 刻 も 早い 市 販 を 望み た い 。 


rm コン タタ 


A.Makab 
※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価 格 は 10% 税 込 で す 。 モ デル は レジ ン 製 で す 。 ーー autosport 102 
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Revolution A-One 


珍 
技 
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ー 縺 机 対 避 再 政 店 還 沙 SN 由 マ 斗 一 
ロ 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
呈 チ リズ スト 。 が な り の ピー ル マ ニ ニア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 某 有 名 ブリ ュ 


ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 。 


1 990 年 代 終盤 に 英国 の アマ チュ アド ライ 
バー ふた り が 立ち 上 げた ラディ カル ・ ス 
ポー ツ カ ー ズ は 、 こ れ ま で に 何 生 も の レー スカ 
ー を 販売 し て きた 。 同 社 は いま や 大 規模 な コン 
スト ラク ター と な っ た が 、 創 業者 の ひと り で あ 
る フィ ル ・ ア ボッ ト は 近年 、 ラ ディ カル で 最初 
に 手掛け た チュ ー ブ フ レー ム に カー ボン ボディ 
ワー ク を 載せ た 軽量 マシ ン を “やり直す "こと 
を 決意 し た 。 今 度 は カー ボン モノ コッ ク を 採用 
し つつ も 価格 を 抑え た スポ ー ツ プロ ト タ イ プ を 
製作 。 レ ボリ ュー ショ ン ・ レ ー シ ン グ カ ー ズ 社 
の 最初 の モデ ル を A-One と 命名 し た 。 

オー プン トッ プ 2 シー ター マシ ン は 非常 に モ 
ダン な 外観 で 型破り だ 。 こ れ は 、 機 能 よ り も 見 
栄え を 重視 し 、 ス タイ リス ト に デザ イン させ た 
か ら だ 。 と は いえ 、CFD を 使っ て 最初 の デザ 
イン コン セプト を 解析 し た た め 、 充 分 な ダウ ン 
フォ ー ス も 生み 出す よう に 仕上 げ ら れ て いる 。 
し か し ボディ の 下 に こそ 、 こ の マシ ン の 特徴 
が 隠れ て いる 。 こ の カー ボン モノ コッ クシ ャ シ 
ー に は 、 現 在 の モー ター スポ ー ツ 界 で は 誰 も 採 
用 し て いな いよ うな 独特 の 構造 技術 が 使わ れ て 
いる か ら だ 。 レ ボリ ュー ショ ン は 、 カ ー ボ ン フ 
ァ イ バ ー の シー ト を 手 作 業 で アル ミニ ウム 製 の 
ノー メッ クス ハラ カム ョ ヨ ア に 事 和 ね る の で は 人 な く 、 
カー ボン ファ イ バ ー 注 入 と いう 手法 を 採用 。 こ 
の や り 方 は 一 般 的 な 手法 と は 異な り 、 真 空 圧 を 
使っ て 樹脂 を コア に 吸着 させ る 。 こ れ に より 非 
常に 強固 で 比較 的 軽量 な シャ シー を 作る こと が 


Translation @ 神田 美穂 (Miho Kanda) Photo @ HEVOLUTION RACE CARS 
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モノ コッ ク ( 下 ) は 珍し い 手 法 で 作ら れ て いる が 、 全 体 の パ 
ッ ケ ー ジ は 比較 的 普通 。 フ ォ ー ド 製 3.7 # V6 エ ンジ ン が 生み 
出す 400bhp の パワ ー は 6 速 シ ー ケ ン シ ャ ル ギ ヤ ボッ クス を 通 
し 、 後 輪 に 伝え られ る 。 車 重 は 795kg。 


可能 だ 。 こ の 技術 は 15 年 ほど 前 に 、 フ ォ ー ミ 
ウッ スチ ュー テン トド の マシ ン で 使わ れ た と と 
が ある 。 当 時 は うま くい か な か っ た が 、 い まで 
は 改善 され て きた 。 従来 の オー トク レー ブ 方 式 
より も エネ ルギー 消費 量 が 少な く 、 時 間 も 短縮 
で きる 。 ク ラッ ショ デズ スト で は 、 レ ポリ ュー シ 
ョ ン の モノ コッ ク が 従来 の コン ポジ ッ ト 構 造 の 
それ と 同等 の 性 能 を 持っ て いる こと が 証明 され 
た 。 欧州 の レー スシ ー ン に この 技術 が 登場 し た 
の は 、 ま さ に 革命 的 な 出来 事 だ と 言え る 。 
欧州 で は 、A-One の ワン メイ クレ ー ス シリ 
ー ズ が 開催 され て い お り 、 い くつ か の F1 グラ 
ンプ ブリ の サポ ー ト イベ ント に 組み 込ま れ て いる 
お か げ で か な り 注 目 を 集め て いて 、 マ シン の 販 
売 状況 も 順調 だ 。 と は いえ 、 ラ ディ カル 創業 時 
の 90 年代 の マシ ン と 比較 する と 、2000 万 円 程 
度 と 少々 高価 な た め 、 当 時 の よう な 大 成功 を 再 
現す る の は いさ さか 難し い だ ろ う 。 


き 浅 世 SSRI ト T ユ ヘー レセ 苦 時 "へ 
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藤 が し ぶ と く 食 らい つく も 及ば ず 、 さ す が の 実力 を 見 せ た 。(as) 


も て ぎの 決勝 レー ス で は 、 佐 藤 (12 号 車 ノ 予選 2 番手 ) と 宮下 
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オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


昌 日 日 加 回 日 for Readers 


SPARK 1/43 ス ケー ル モ デ ル 
Scuderia Alpha Tauri AT02 
Bahrain GP 2021 1 名 様 


角田 裕 尊 が F1 デ ビュ ー イ ヤー に ドラ イブ し た 
アル ファ タウ リ AT02 (バー レー ン GP 仕 様 ) の 


スケ ー ル モデ ル 
提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 
URL : https://www.honda.co.jp/ 


方 法 


2022 年 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 指 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 
記 じ 、.① 希 望ま する プレ ゼン トト の 
番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 
記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も 
し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 
〈④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な 
ドラ イ バ ー、(⑯⑥ 読 者 企画 ( 下 に 掲 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の 
の 2350I 生 負 お OS 


(当日 消印 有効 ) 
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2022 年 8 月 号 No.1 S74 定価 1200 円 


※ 企 画 内 突 / オ か ー ナ チト | デ 
人 ペ 條 画 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます . 


6 月 29 日 ( 水 ) 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
新宿 スク エア タワ ー26F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 
「1573 号 プレ ゼン ト 」 係 


N 全 


光 


信 開 幕 戦 と いう の は 雑誌 で 結果 を 知る モノ 、 と いう 
の が 若い ころ の 感覚 で し た 。 今や ネッ ト と 配信 の お 
か げ で リア ル タ イ ム で すぐ に 結果 を 得る こと が で き 
る 時 代 で す が 、 や っ ぱり 開幕 戦 の 結果 と 分 析 が 掲載 
され た 雑誌 を 見 る と 「 つ い に 始 まっ た あ ! | 感 を 強 
く 感 じ ま す 。 さ て 、 今 号 の ラリ ー 企 画 で す が 、 何 か 
ラリ ー に 興味 が 持て な く て 特集 号 だ と 購入 を 控え て 
お り ま し た が サブ プス クリ プシ ョ ン に な っ た ら …… 選 
や ぁ い ろ い ろ と 興味 深い 話 満 載 で し た 。 今 まで 人 生 
損し て いた な あと いう 気 が し ます 。 (匿名 希望 さん ) 
田 特 集 だ と 過去 か ら の 流れ と か 関連 も 分 か り ま すね 。 
自分 も 校正 し な が ら WRC を 復習 し まし た 。 それ と ラ 
リー ジャ パン に 向け て 期待 する 声 も 多数 いた だ きま 
し た 。 今 年 こそ ナマ で 観 た いで すね ! 今後 も WRC 
と RJ 情 報 お 伝え し て いき ます 。 
念 新 車両 規定 と な っ た |「 ラ リー 1 」」。 ハ イブ リッ ド 化 
され て 熱 対策 と し て エア イン テー ク が 「 イ マイ チ 
2 必 直ら の で い ま : じ だ が で て: 各 チ な つう: まで まだ : め 
て あり 、 あ まり 気 に な ら な く な っ て 、 逆 に カッ コ 良 
く 見 えて きま し た !! (コウ イチ さん ) 
一 F1 で も よく あり ます ね 。 最初 違和感 し か な い 新 規 
定 車両 が カッ コ 良 く 見 えて くる 瞬間 が ……。 
念 2020 年 か ら 興 味 を も ち 、2021 年 に 張り 切っ て チ 
ケッ ト を と っ た も の の コロ ナ で 行け ず 、 く や し い 気 
持ち で テレ ビ 観 戦 し て いた の で 「 今 年 こそ は 現地 で 
観戦 !!] と と て も 楽し み に し て いま す 。 持ち物 リ ス 


from 目 回 円 日 加 回 


SUBARU BRZ GT30O 写 真 集 
「FLATOUT」 3 名 様 

昨 李 スー パーGT GT300 ク ラス 王者 
に 輝い た SUBARU BRZ R&D 
SPORT。 そ の 濃密 な 2021 年 シー ズン 
を 追っ た 写真 集 を 3 名 様 に 

人 共 55 ズ バル デ ク カ イン ター チュン 
ョ ナル 株 式 会 社 

URL : https://www.stijp/ 


202 1 FIA F1 世界 選手 権 総集編 
完全 日 本 語 版 DVD 1 名 様 

マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン と ルイ 
ス ・ ハ ミル トン が 激闘 を 繰り 広げ た 
2021 年 の F1 を 凝縮 し た 総集編 DVD 
を プレ ゼン ト 


旨 e き ** ttps://id.san-ei-corp.cojp/top/ 回 洒 国 
オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2022 年 6 月 28 日 ( 火 ) E 時 RG 
オン ライ ン 応 募 コ ー ド : asS1573 35 不 に 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 IDJ か ら お 願い いた し ます 。 上 に 
掲載 の OR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


| メッ セー ジ 募 集 し ます 


ト を 作り 丸 2 日 間 心 お き な く 楽し め る よう 体力 作り 
も し て 、 前 日 に は 洗車 も ば っ ちり し て 上 臨 も うと 思い 
ます 。 日 帰り で きる 距離 に SUPER GT の 開催 され る 
ER200122 の DRC の 2KDS3SERSSC02E2 は 25 
さか こん な に 楽し め る こと に 出会え る と 思っ て も い 
ES ウ た 3 (な みな みさ ん ) 
田山 山 開 幕 戦 を な みな みさ ん は 楽し ん だ の で し ょ う 
か ? 天気 も 良かっ た で すし 、 レ ー ス 内 容 も 濃かっ 
た で す よ ね 。 文面 か ら 準 備 の ワク ワク 感 が 伝わっ て 
きま じじ た だ 5 

From READERS の お 題 「 私 の 開幕 戦 ] ヘ へ メッ セ 
ー ジ あり が と う ご ざ いま し た 。 次号 の お 題 は | 今 シ 
ー ズ ン 私 は こう みる 」 で す 。 各 シリ ー ズ が 始ま っ て 
流れ が みえ て くる の が この 時 期 で す 。 シ ー ズ ン 予 想 
で も 、 レー ス を 観戦 し て いて 気づい た こと で も 、「 こ 
うみ る 」 を 拡げ て 自分 だ け の 観戦 法 で も けっ こう で す 。 
プレ ゼン ト 応 募 に メッ セー ジ を 記入 し て いた だ いて 
も けっ こう で すし 、 as-web(https://www.as-web. 
jp) の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受け 付け ます 。 ト 
ッ プ ペー ジ 一 番 下 に ある 「 お 問い 合わ せ 」 を クリ ッ 
ク 、 項 目 と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 誌 に つい て 」 を 
選択 し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 ]」 へ | メッ セー ジ 掲 載 
希望 ] と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 ま た 匿名 も し く は 
ペン ネー ム 希 望 の 場合 に は 、 そ の 旨 メ ッ セ ー ジ 文末 
に 書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は オー ト 
グン EEEMl2vdSd 
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